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東近江市の水道事業は、２度の市町合併により、八日市市、五個荘町、能登

川町、蒲生町の水道事業を統合し、東近江市上水道事業として、また、永源寺

町の簡易水道事業は、東近江市簡易水道事業として、それぞれ新たにスタート

を切りました。なお、愛東町及び湖東町については、合併後も愛知郡広域行政

組合水道事務所が水道事業を担っています。 

東近江市水道事業所では、合併後１０年間、旧市町で計画されていた拡張事

業の実施や施設管理水準を統一するための施設整備及びシステムの統合、さら

には、旧市町ごとに異なっていた水道料金の統一の課題に取り組み、おおむね

解決されたところです。 

さらに、平成２８年度には、簡易水道事業を上水道事業に統合することを予

定しており、拡充される経営基盤のもとで、人口減少による給水量の減少や大

規模災害への対応等、新たに直面する課題に取り組んでいくことになります。 

これらの状況を踏まえ、将来にわたって事業を継続していくために、現状分

析と評価、さらには将来見通しの検討を行うとともに、将来目標を設定し、目

標を実現するための各種施策をまとめ、東近江市水道事業運営協議会委員の皆

様から貴重なご意見をいただきながら、「東近江市水道事業ビジョン」を策定

いたしました。 

この水道事業ビジョンは、国が策定した「新水道ビジョン」の基本理念であ

る「安全」「持続」「強靭」を核として、水道事業の運営に当たって長期的な

視点のもと、今後１１年間の基本的な指針を定めたものであり、実現のための

施策については、実施計画を策定しながら具体化を図ることとします。 

これからも引き続き、水道事業が東近江市発展の一翼を担い、市民の皆様の

信頼に応えることのできるよう、取組みを進めてまいります。 

 

 平成２８年３月 

                          東近江市水道事業所 

 

策定に当たって 
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第 1 章
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(１ ) 東 近 江 市 水 道 事 業 ビ ジ ョ ン の 位 置 付 け  

水 道 事 業 で は 、 将 来 に わ た っ て 安 全 か つ 安 心 で 良 質 な 水 を 、 継 続 的 に

お 客 様 に 提 供 す る 必 要 が あ り ま す 。「 東 近 江 市 水 道 事 業 ビ ジ ョ ン 」（ 以 下

「 水 道 ビ ジ ョ ン 」と い う 。）で は 、時 代 や 環 境 の 変 化 に 的 確 に 対 応 す る た

め に 、「 強 靭 」、「 持 続 」、「 安 全 」の ３ つ の 観 点 か ら 、課 題 に 対 す る 方 向 性

を 整 理 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２ ) 計 画 期 間 と 目 標 年 度  

「 水 道 ビ ジ ョ ン 」 の 計 画 期 間 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 平 成 ３ ７ 年 度 ま で

の １ １ 年 間 と し ま す 。 た だ し 、 お お む ね ５ ０ 年 先 を 見 通 し た 東 近 江 市 水

道 事 業 の 将 来 像 を 示 し つ つ 、 実 効 性 の あ る 水 道 ビ ジ ョ ン を 作 成 し ま す 。  

１ 計画の位置付けと計画期間 
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滋 賀 県 の 南 東 部 に 位 置 し て い る 東 近 江 市（ 以 下「 本 市 」と い う 。）は 、平 成

１ ７ 年 ２ 月 １ １ 日 に 八 日 市 市 、 永 源 寺 町 、 五 個 荘 町 、 愛 東 町 、 湖 東 町 の 合 併

に よ り 誕 生 し 、 平 成 １ ８ 年 １ 月 １ 日 に は 、 東 近 江 市 と 能 登 川 町 及 び 蒲 生 町 と

が 合 併 し 、 新 し い 「 東 近 江 市 」 と な っ て 県 内 ５ 番 目 の 広 大 な 市 域 を 有 し て い

ま す 。 北 は 彦 根 市 、 愛 荘 町 、 多 賀 町 、 南 は 竜 王 町 、 日 野 町 、 甲 賀 市 、 西 は 近

江 八 幡 市 と 接 し て お り 、 東 は 三 重 県 と の 県 境 と な っ て い ま す 。  

東 近 江 市 役 所 は 八 日 市 地 区 に 置 か れ 、 旧 町 に は 支 所 が 置 か れ て い ま す 。  

 

八日市市

平成17年2月11日

永源寺町 1市4町合併

平成18年1月1日

五個荘町 東近江市 1市2町合併

愛東町 能登川町 東近江市

湖東町 蒲生町

 

 

 

 

 

２ 東近江市の概要 
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湖 東 平 野 の 中 央 部 に 位 置 す る 本 市 は 、 全 体 と し て 東 西 に 長 く 、 東 側 と 西 側

で 南 北 に 膨 ら ん だ 鼓 型 を し た 総 面 積 ３ ８ ８ ． ３ ７ ｋ ㎡ の 市 域 を 形 成 し て い ま

す 。  

市 域 の 東 側 に は 三 重 県 境 に 沿 っ て 鈴 鹿 山 脈 の 山 並 み が 連 な り 、 西 側 で は 琵

琶 湖 に 面 し 、 市 域 の 大 部 分 は 沖 積 平 野 で 占 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 鈴 鹿 山 脈

を 源 と す る 一 級 河 川 愛 知 川 が 市 域 の ほ ぼ 中 央 部 を 流 下 し て 琵 琶 湖 に 注 い で お

り 、 湖 岸 近 く に は 伊 庭 内 湖 が あ り ま す 。  
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本 市 の 人 口 は 、 ゆ る や か な 増 加 傾 向 に あ り ま し た が 、 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 １

日 現 在 は １ １ ５ ， ４ ７ ９ 人 （ 国 勢 調 査 ） と な り 、 減 少 に 転 じ ま し た 。  

こ の 推 移 を ふ ま え た 人 口 推 移 結 果 で は 、 平 成 ２ ８ 年 に は 、 本 市 の 総 人 口 は

平 成 ２ ２ 年 よ り 約 ２ ． ５ ％ 減 の １ １ ２ ， ６ １ ４ 人 に な る と 推 計 さ れ ま す 。 ま

た 、 下 の 図 に 示 す と お り 、 少 子 高 齢 化 が 今 後 も 進 む も の と 予 想 さ れ ま す 。  

 
 

 

  

 

※ 東 近 江 市 総 合 計 画 よ り 引 用  
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(１ ) 上 水 道 事 業 の 沿 革  

昭 和 ４ ０ 年 代 後 半 か ら ５ ０ 年 代 半 ば に か け て 、 各 市 町 に お い て 水 道 事

業 の 創 設 許 可 を 取 得 し 、そ の 後 、給 水 区 域 の 追 加 な ど の 変 更 認 可 を 経 て 、

平 成 １ ７ 年 ２ 月 の 市 町 合 併 に よ り 、 八 日 市 市 と 五 個 荘 町 の 水 道 事 業 が 統

合 さ れ 東 近 江 市 上 水 道 事 業（ 以 下「 上 水 道 事 業 」と い う 。）が 誕 生 し ま し

た 。当 初 の 計 画 給 水 人 口 は 、６ １ ，７ ０ ０ 人 、計 画 １ 日 最 大 給 水 量 ３ ３ ，

７ ２ ０ m３ /日 規 模 と な り ま し た 。 そ の 後 、平 成 １ ８ 年 １ 月 の 市 町 合 併 に

よ り 、 能 登 川 町 と 蒲 生 町 の 水 道 事 業 を 上 水 道 事 業 に 統 合 し 現 在 に 至 り ま

す 。  

上 水 道 事 業 は 、 平 成 ２ ５ 年 度 で 、 計 画 給 水 人 口 １ ０ ２ ， ７ ０ ０ 人 、 計

画 １ 日 最 大 給 水 量 ５ １ ， ９ ２ ０ m３ /日 と な り 、 そ の 給 水 区 域 は 、 八 日 市

地 区 、 五 個 荘 地 区 、 能 登 川 地 区 、 蒲 生 地 区 の ほ ぼ 全 域 を 含 ん で い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

３ 東近江市水道事業の沿革



 

- 7 - 

(２ ) 簡 易 水 道 事 業 の 沿 革  

東 近 江 市 簡 易 水 道 事 業（ 以 下「 簡 易 水 道 事 業 」と い う 。）に は 、永 源 寺

地 区 に 、 現 在 ５ つ の 簡 易 水 道 事 業 が あ り ま す 。 こ れ は 、 地 形 的 ・ 地 理 的

に 変 化 に 富 ん で お り 、 集 落 を 単 位 と し た 水 道 整 備 が 進 ん だ た め で す 。  
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●東近江市全体図 

 

 

４ 水道施設の概要 
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第１号取水井

Ｑ＝1,000m3/日

第2号取水井 塩素

Ｑ＝2,400m3/日 塩素

第3号取水井

Ｑ＝3,280m3/日

第4号取水井

Ｑ＝3,380m3/日

第5号取水井

Ｑ＝2,100m3/日

第6号取水井

Ｑ＝1,880m3/日

塩素

第7号取水井

Ｑ＝3,480m3/日

V=2,500m3、2,415m3

八日市浄水場

脱
炭
酸
塔

浄
水
池

八日市高区配水池

Ｖ＝775m3

送
水
ポ
ン
プ

送
水
ポ
ン
プ

八日市新中区配水池

八日市中区配水池

滋賀県東南部用水（県水）

送水ポンプ

八日市低区配水池

Ｖ＝3,750m3

V=2,220m3、1,750m3

　Ｑ=9,569m3/日

(１ ) 上 水 道 事 業 の 概 要  

ア  八 日 市 地 区  

八 日 市 浄 水 場 で 取 水 し た 地 下 水 と 琵 琶 湖 を 水 源 と す る 滋 賀 県 東 南 部

用 水（ 以 下「 県 水 」と い う 。）か ら 受 水 し て い る 浄 水 を 八 日 市 高 区 、八

日 市 中 区 、八 日 市 低 区 、八 日 市 新 中 区 の 各 配 水 池 か ら 配 水 し て い ま す 。  

八 日 市 浄 水 場 に は 浅 井 戸 １ 眼 、 深 井 戸 ６ 眼 が あ り １ ７ ,５ ２ ０ m３ /

日 の 取 水 能 力 を 有 し て お り 県 水 か ら は １ ０ ,０ ０ ０ m３ /日 の 受 水 が 可

能 で す 。  
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滋賀県東南部用水（県水） 五個荘配水池

Ｑ＝6,200 /日 V=2,200 

イ  五 個 荘 地 区  

県 水 を 五 個 荘 配 水 池 か ら 配 水 し て い ま す 。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ  能 登 川 地 区  

県 水 を 能 登 川 配 水 池 か ら 配 水 し て い ま す 。  

 

  

 

滋賀県東南部用水（県水） 能登川配水池

Ｑ＝10,000 /日 V=3,570 、1,700 
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エ  蒲 生 地 区  

県 水 を 畑 田 配 水 池 か ら 配 水 し て い ま す 。 た だ し 、 長 峰 団 地 に つ い て

は 標 高 が 高 い た め 、 一 旦 配 水 さ れ た 水 を 長 峰 加 圧 所 か ら 長 峰 配 水 池 に

送 水 し 、 こ こ か ら 配 水 し て い ま す 。 ま た 、 東 部 加 圧 所 及 び 大 塚 加 圧 所

で は 加 圧 ポ ン プ に よ り 、 配 水 し て い ま す 。  

 

滋賀県東南部用水（県水） 畑田配水池

Ｑ＝7,600 /日 　Ｖ＝2,500 

長峰配水池

V=350 、1,200 

東部加圧所

大塚加圧所

送水ポンプ

 V=80 
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(２ ) 簡 易 水 道 事 業 の 概 要  

ア  東 部 簡 易 水 道  

東 部 簡 易 水 道 は 、 滝 之 谷 川 表 流 水 （ 渓 流 水 ） か ら Ｑ =５ ０ ０ m３ /日

を 取 水 し 、 上 向 性 ろ 過 に よ り 浄 水 処 理 を し た 後 、 配 水 し て い ま す 。  

 

塩素

滝之谷渓流水（渓流水）

Ｑ＝500 /日

V=500 

着
水
井

上
向
性
ろ
過
池

配
水
池

東部簡易水道浄水場
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イ  相 谷 簡 易 水 道  

相 谷 簡 易 水 道 は 、 相 谷 表 流 水 （ 渓 流 水 ） か ら Ｑ =２ ５ ３ m３ /日 を 取

水 し 、 上 向 性 ろ 過 に よ り 浄 水 処 理 を し た 後 、 配 水 し て い ま す 。  

 

塩素

相谷渓流水（渓流水）

Ｑ＝253 /日

V=221 

上
向
性
ろ
過
池

配
水
池

相谷簡易水道浄水場

着
水
井

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 16 - 

ウ  中 西 部 簡 易 水 道  

中 西 部 簡 易 水 道 は 、 高 野 水 源 地 （ 浅 井 戸 ） Ｑ =２ ,５ ８ ０ m３ /日 と 中

西 部 浄 水 場 内 の 浅 井 戸 Ｑ =１ ,２ ９ ０ m３ /日 ×２ 眼 を 水 源 と し て お り 、

中 西 部 浄 水 場 に お い て 膜 ろ 過 に よ り 浄 水 処 理 を し 、 中 西 部 高 野 配 水 池

と 中 西 部 高 区 配 水 池 に そ れ ぞ れ 送 水 し 、 配 水 し て い ま す 。 ま た 、 中 西

部 低 区 配 水 池 は 、 中 西 部 高 区 配 水 池 か ら 送 水 し 、 配 水 し て い ま す 。  

第１号取水井

Ｑ＝2,580 /日

中西部浄水場 塩素

中西部高野配水池

V=91 

第2号取水井

Ｑ＝1,290 /日 中西部高区配水池

V=1,000 

第3号取水井

Ｑ＝1,290 /日 中西部低区配水池

V=371 

膜
ろ
過
設
備

浄
水
池

送
水
ポ
ン
プ
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エ  南 部 簡 易 水 道  

南 部 簡 易 水 道 は 、 登 谷 川 表 流 水 （ 渓 流 水 ） か ら Ｑ =５ ０ ０ ｍ ３ /日 を

取 水 し 、 上 向 性 ろ 過 に よ り 浄 水 処 理 を し た 後 、 配 水 し て い ま す 。  

 

南部簡易水道浄水場 塩素

登谷川渓流水（渓流水）

Ｑ＝500 /日

V=500 

着
水
井

上
向
性
ろ
過
池

配
水
池
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オ  御 池 簡 易 水 道  

御 池 簡 易 水 道 は 、 御 前 谷 表 流 水 （ 渓 流 水 ） か ら Ｑ =１ ０ ３ m３ /日 を

取 水 し 、 上 向 性 ろ 過 に よ り 浄 水 処 理 を し た 後 、 御 池 中 区 配 水 池 へ 送 水

し 、 御 池 高 区 配 水 池 へ は 送 水 ポ ン プ に よ り 送 水 し 、 そ れ ぞ れ 配 水 し て

い ま す 。 御 池 低 区 配 水 池 へ は 御 池 中 区 配 水 池 か ら 送 水 し 、 配 水 し て い

ま す 。 ま た 、 御 池 最 高 区 配 水 池 へ は 、 御 池 中 区 配 水 池 か ら 、 送 水 ポ ン

プ に よ り 送 水 し 、 配 水 し て い ま す 。  

御池簡易水道浄水場

御池高区配水池

V=60 

塩素

御池最高区配水池

V=60 

御前谷渓流水（渓流水） 御池中区配水池

Ｑ＝103 /日 V=80 

V=500 

御池低区配水池

V=60 

送
水
ポ
ン
プ

送
水
ポ
ン
プ

着
水
井

上
向
性
ろ
過
池

浄
水
池

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 安全で快適な水の供給 

２ 安定的な供給 

３ 安定した事業継続 

４ 環境保全への貢献 
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水 道 事 業 に お い て 最 も 大 切 な こ と は 供 給 さ れ る 水 の 安 全 性 と 快 適 性 で す 。  

安 全 性 に か か わ る 要 因 と し て 、 水 道 水 源 の 水 質 の 悪 化 や 貯 水 槽 水 道 等 に お

け る 水 質 の 悪 化 及 び 未 普 及 地 域 の 存 在 並 び に 未 規 制 水 道 に お け る 衛 生 管 理 の

不 徹 底 な ど が あ り ま す 。 ま た 、 快 適 性 に か か わ る 要 因 と し て は 、 異 臭 味 や 塩

素 臭 、 色 及 び 濁 り な ど が 挙 げ ら れ ま す 。  

水 質 管 理 の 徹 底 と 水 質 情 報 の 提 供 は も と よ り 、 水 源 か ら 給 水 栓 ま で の 各 段

階 で 安 全 な 水 を 供 給 す る た め に 、 問 題 点 を 解 決 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

(１ ) 水 道 水 源 の 状 況  

ア  上 水 道 事 業  

上 水 道 事 業 で は 、 自 己 水 源 と し て 八 日 市 浄 水 場 の 取 水 井 戸 水 源 （ 浅

井 戸 １ 眼 と 深 井 戸 ６ 眼 を 併 せ て １ ７ ,５ ２ ０ m３ /日 ）を 有 し て お り 、ま

た 、 浄 水 受 水 と し て 県 水 の 受 水 （ 八 日 市 地 区 、 五 個 荘 地 区 、 能 登 川 地

区 、 蒲 生 地 区 ３ ３ ,８ ０ ０ m３ /日 ） を し て い ま す 。  

供 給 能 力 は 、 県 水 と 自 己 水 を 合 わ せ て 、 ５ １ ,３ ２ ０ m３ /日 と な り 、

十 分 な 水 量 が 確 保 さ れ て い ま す 。 ま た 、 八 日 市 地 区 の 一 部 で は 自 己 水

と 浄 水 受 水 に よ る 水 源 の 二 重 化 に よ り 、 災 害 時 の バ ッ ク ア ッ プ 機 能 も

有 し て い ま す 。  

 

(ｱ) 自己水 源  

八 日 市 浄 水 場 で は 、 井 戸 か ら 取 水 し た 原 水 を 脱 炭 酸 塔 に お い て 処

理 し 、 浄 水 池 で 滅 菌 処 理 を 行 っ た 後 、 ポ ン プ に よ る 圧 送 で 八 日 市 高

区 配 水 池 及 び 八 日 市 新 中 区 配 水 池 へ の 送 水 及 び 配 水 を 行 っ て い ま す 。 

な お 、 井 戸 の 取 水 量 は 、 平 成 ２ ５ 年 度 ま で の １ ０ 年 間 を み る と 約

３ ０ ％ 程 度 減 少 し て い ま す 。 こ れ は 、 井 戸 の 老 朽 化 に よ る 水 量 の 減

少 と と も に 、 水 需 要 の 減 少 に 伴 い 、 県 水 の 使 用 を 優 先 し 、 取 水 量 を

調 整 し た こ と が 大 き な 理 由 と な っ て い ま す 。ま た 、井 戸 に つ い て は 、

今 後 も 主 要 な 水 源 と し て 利 用 す る 必 要 が あ り 、 老 朽 化 し た 井 戸 の 更

生 工 事 又 は 井 戸 の 新 設 に よ り 、 取 水 量 を 維 持 し て い か な け れ ば な り

ま せ ん 。  

１ 安全で快適な水の供給



 

- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 22 - 

(ｲ) 浄水受 水  

滋 賀 県 の 水 道 用 水 供 給 事 業 は 、 昭 和 ４ ０ 年 代 か ら の 都 市 化 の 進 展

に よ る 人 口 増 加 や 生 活 様 式 の 近 代 化 な ど に よ り 、 水 需 要 が 増 大 し た

こ と か ら 、 用 水 の 安 定 確 保 を 図 る た め に 県 事 業 と し て 、 琵 琶 湖 や 野

洲 川 を 水 源 と し 、 昭 和 ５ ３ 年 に 草 津 市 、 守 山 市 、 栗 東 市 、 野 洲 市 、

湖 南 市 へ の 給 水 が 始 ま り 、 昭 和 ５ ４ 年 か ら は 、 近 江 八 幡 市 、 東 近 江

市 、 日 野 町 、 竜 王 町 へ の 給 水 が 、 昭 和 ５ ９ 年 に は 、 甲 賀 市 へ の 給 水

が 開 始 さ れ て い ま す 。  

現 在 、上 水 道 事 業 で は 、４ 地 区 で ３ ３ ,８ ０ ０ m３ /日 の 供 給 を 受 け

て お り 、 こ れ は 、 使 用 量 に 対 し て 十 分 な 量 が 確 保 さ れ て い ま す 。  
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イ  簡 易 水 道 事 業  

中 西 部 簡 易 水 道 で は 浅 井 戸 ３ 眼 を 水 源 と し 、 膜 ろ 過 に よ り 浄 水 処 理

を し て い ま す が 、 天 候 に よ る 水 位 の 影 響 が 大 き い た め 、 今 後 は さ ら に

安 定 し た 水 源 の 確 保 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。そ れ 以 外 の 東 部 簡 易 水 道 、

相 谷 簡 易 水 道 、 南 部 簡 易 水 道 及 び 御 池 簡 易 水 道 で は 表 流 水 （ 渓 流 水 ）

を 水 源 と し 、 上 向 性 ろ 過 に よ る 浄 水 処 理 を し て お り 、 お お む ね 安 定 し

て い る も の の 、 天 候 に よ る 渇 水 や 浄 水 能 力 の 低 下 が 懸 念 さ れ ま す 。  
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(２ ) 水 質 基 準 の 適 合 状 況  

上 水 道 事 業 の 水 質 に つ い て は 、 地 下 水 と 県 水 と も 安 定 し て お り 、 水 質

検 査 の 結 果 も 常 に 良 好 な 値 と な っ て い ま す 。 た だ し 、 八 日 市 浄 水 場 の 地

下 水 に つ い て は 侵 食 性 遊 離 炭 酸 を 多 く 含 む た め エ ア レ ー シ ョ ン に よ る 水

質 の 改 善 を 実 施 し て い ま す 。  

八 日 市 浄 水 場 の 地 下 水 は 、「 東 近 江 市 水 道 水 源 保 護 に 関 す る 条 例 」に よ

り 水 源 保 護 地 域 を 定 め 水 質 の 保 全 を 図 っ て い ま す が 、 こ れ か ら も 、 良 好

な 水 質 及 び 豊 富 な 水 量 を 維 持 す る た め 、 地 下 水 保 全 を 図 っ て い く か が 課

題 と な っ て い ま す 。  

簡 易 水 道 事 業 の 水 質 に つ い て も 常 に 良 好 な 値 と な っ て い ま す が 、 水 質

を 維 持 し て い く に 当 た り 、 原 水 の 水 質 を 良 好 に 保 っ て い く こ と が 大 切 で

あ り 、 今 後 水 源 の 保 全 が 課 題 と な っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３ ) 貯 水 槽 水 道 の 状 況  

貯 水 槽 水 道 は 、建 物 の 高 層 化 に 伴 い 、今 後 増 加 す る 可 能 性 が あ り ま す 。

貯 水 槽 水 道 の 管 理 は 設 置 者 が 行 う こ と と な っ て い ま す が 、 利 用 者 の 安 全

確 保 の た め に 設 置 状 況 の 把 握 や 維 持 管 理 の 方 法 な ど 情 報 提 供 を 継 続 す る

必 要 が あ り ま す 。  
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今 日 の 水 道 は 広 く 普 及 し 、 生 活 に 不 可 欠 の も の で あ り 、 そ の 安 定 的 な 供 給

を 行 っ て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

ほ と ん ど の 市 民 に と っ て 、 水 道 が 唯 一 の 水 の 確 保 手 段 と な っ て い る 中 で 、

災 害 な ど に よ り 水 道 水 の 供 給 が で き な く な っ た 場 合 に 市 民 生 活 に 与 え る 影 響

は 大 き く 、 深 刻 な も の と な り ま す 。 水 道 事 業 者 に は 、 常 時 給 水 義 務 を 果 た す

の は も ち ろ ん 、 災 害 な ど の 非 常 時 に お い て も 可 能 な 限 り 、 そ の 影 響 を 最 小 に

抑 え る た め の 対 策 を 尽 く す こ と が 求 め ら れ ま す 。  

 

(１ ) 水 道 の 需 給 状 況  

現 在 の 給 水 人 口 は 、 上 水 道 事 業 （ 八 日 市 地 区 、 五 個 荘 地 区 、 能 登 川 地

区 、 蒲 生 地 区 ） が 約 ９ 万 ４ 千 人 、 簡 易 水 道 事 業 （ 永 源 寺 地 区 ） が 約 ６ 千

人 で す 。  

上 水 道 事 業 に つ い て は 、 微 増 し て い た 給 水 人 口 が 現 在 で は 減 少 傾 向 と

な っ て お り 、今 後 も 長 期 に わ た り 減 少 が 続 く も の と 想 定 さ れ ま す 。ま た 、

簡 易 水 道 事 業 に つ い て は 、 今 後 も 減 少 傾 向 に あ る と 予 測 さ れ ま す 。  

一 方 、 給 水 量 に つ い て は 、 会 社 、 家 庭 の 節 水 意 識 の 高 揚 と 節 水 器 具 の

普 及 な ど か ら 伸 び 悩 ん で い ま す 。 上 水 道 事 業 は こ れ ま で の 横 ば い 状 態 に

あ っ た も の が 減 少 傾 向 と な り 、 簡 易 水 道 事 業 に つ い て の 人 口 は 減 少 し て

い る 中 で 給 水 量 は 微 増 と な っ て い ま し た が 、 現 在 は 減 少 傾 向 が 顕 著 と な

り 将 来 に わ た り 給 水 人 口 の 減 少 に よ り 給 水 量 の 減 少 が 継 続 す る も の と 考

え ら れ ま す 。  

 

 

２ 安定的な供給



 

- 26 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 27 - 

(２ ) 水 道 の 供 給 能 力  

上 水 道 事 業 に つ い て は 計 画 １ 日 最 大 給 水 量 が ５ １ ,９ ２ ０ m３ /日 で あ

り 、給 水 量 の 実 績 ３ ４ ,４ ３ ３ m３ /日（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）に 対 し て は 十 分 な

余 裕 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡 易 水 道 事 業 に つ い て 中 西 部 簡 易 水 道 は 、 供 給 能 力 に 対 し て ほ ぼ １ ０

０ ％ 近 い １ 日 最 大 給 水 量 と な っ て お り 、 安 定 的 な 給 水 の た め に は 新 た に

水 源 の 確 保 又 は 上 水 道 事 業 と の 施 設 統 合 等 を 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。  

南 部 簡 易 水 道 は ８ ０ ％ 程 度 、 相 谷 簡 易 水 道 は ７ ０ ％ 程 度 、 東 部 簡 易 水

道 は ５ ０ ％ で あ り 、 供 給 能 力 に は 余 裕 が あ り ま す 。  

御 池 簡 易 水 道 は 、 実 際 の 使 用 水 量 が 少 な く 、 残 留 塩 素 濃 度 の 確 保 の た

め に 排 水 を 行 っ て い る た め １ 日 最 大 給 水 量 が 多 く な っ て い ま す が 、 供 給

能 力 に は 十 分 な 余 裕 が あ り ま す 。  
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(３ ) 水 道 施 設 の 健 全 度 と 耐 震 化 の 状 況  

ア  浄 水 施 設  

(ｱ) 上水道 事 業  

取 水 井 戸 に つ い て は 、 設 置 か ら １ ６ ～ ４ ０ 年 が 経 過 し て お り 、 老

朽 化 に 伴 う 取 水 量 の 低 下 が み ら れ る た め 、 今 後 井 戸 の 更 生 や 新 設 等

が 課 題 と な り ま す 。  

耐 震 診 断 の 結 果 、 八 日 市 浄 水 場 の 浄 水 池 及 び 送 水 ポ ン プ 棟 に お い

て 耐 震 性 が 不 足 し て い ま し た が 、 平 成 ２ ２ 年 度 に ポ ン プ 棟 の 補 強 工

事 を 実 施 し ま し た 。  

な お 、 浄 水 池 に つ い て は 、 耐 震 補 強 工 事 が 困 難 な た め 施 設 の 新 設

を 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

(ｲ) 簡易水 道 事 業  

中 西 部 簡 易 水 道 に つ い て は 、稼 働 率 が １ ０ ０ ％ 近 く に な っ て お り 、

施 設 余 裕 度 の 確 保 が 必 要 で す が 、 新 た に 水 源 の 確 保 又 は 上 水 道 と の

施 設 統 合 等 を 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ

ム 対 策 と し て 膜 ろ 過 施 設 を 導 入 し て い ま す が 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト が

か さ み 経 営 に 大 き な 負 担 と な っ て い ま す 。  

相 谷 簡 易 水 道 に つ い て は 、 水 源 を 農 業 用 水 の 分 水 に 頼 っ て お り 、

ろ 過 池 等 の 施 設 も 老 朽 化 が 進 ん で い る う え 耐 震 性 も な い こ と か ら 、

上 水 道 と の 施 設 統 合 の 検 討 も 必 要 で す 。  

東 部 、 南 部 及 び 御 池 の 各 簡 易 水 道 の 浄 水 場 施 設 構 造 物 は 、 耐 震 基

準 を 満 た し て い ま す 。  

 

イ  配 水 及 び 加 圧 施 設  

(ｱ) 上水道 事 業  

配 水 池 に つ い て は 、 八 日 市 高 区 配 水 池 、 八 日 市 中 区 配 水 池 、 八 日

市 低 区 配 水 池 、 八 日 市 新 中 区 配 水 池 、 五 個 荘 配 水 池 、 能 登 川 配 水 池

及 び 畑 田 配 水 池 並 び に 長 峰 配 水 池 が あ り 、 市 町 合 併 前 の 配 水 区 域 を

そ の ま ま 引 き 継 い で い ま す が 、 さ ら に 合 理 的 な 配 水 系 統 と な る よ う

再 検 討 が 必 要 で す 。 特 に 、 隣 接 し て い る 八 日 市 高 区 配 水 区 域 と 中 西

部 簡 易 水 道 区 域 及 び 相 谷 簡 易 水 道 区 域 と の 統 合 や ３ か 所 の 加 圧 施 設

が あ る 蒲 生 地 区 に つ い て は 、 長 峰 配 水 池 へ の 県 水 受 水 に よ る 配 水 系

統 の 変 更 に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 耐 震 診 断 に 基 づ

く 補 強 及 び 緊 急 遮 断 弁 の 設 置 に つ い て 引 き 続 き 進 め て い く 必 要 が あ

り ま す 。  
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加 圧 施 設 は 、 八 日 市 新 中 区 配 水 池 、 蒲 生 東 部 加 圧 所 、 大 塚 加 圧 所

及 び 長 峰 加 圧 所 の ４ カ 所 で あ り 、 各 施 設 と も 法 定 年 数 を 超 え た も の

は あ り ま せ ん 。  

 

 

施工・改築年度 耐震性評価

合計
 

内訳 年　度 判　定

八日市高区配水池 PC 775 775 ×1池 昭和48年 耐震診断未実施 設置済

八日市中区配水池 RC 2,008 1,004 ×2池 昭和48年 耐震診断未実施 未設置

八日市中区配水池 PC 1,744 1,744 ×1池 昭和53年 ○ 未設置

八日市低区第1配水池 PC 2,500 2,500 ×1池 平成元年 ○ 未設置

八日市低区第2配水池 PC 2,415 2,415 ×1池 平成17年 ○ 設置済

八日市新中区配水池 RC 3,110 1,555 ×2池 平成21年 ○ 設置済

五個荘配水池 PC 2,200 1,100 ×2池 昭和54年 ○ 設置済

能登川第1配水池 PC 3,570 1,785 ×2池 昭和56年 ○ 設置済

能登川第2配水池 PC 1,700 1,700 ×1池 平成20年 ○ 未設置

畑田配水池 PC 2,500 2,500 ×1池 昭和57年 ○ 設置済

350 ×1池(高架)

1,200 ×1池(地上)

構造
形式

緊急遮断弁

既設配水池容量

長峰配水池 PC 1,550 昭和54年 耐震診断未実施 未設置

配水池
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(ｲ) 簡易水 道 事 業  

各 施 設 と も 耐 用 年 数 を 超 え た も の は あ り ま せ ん が 、 耐 震 性 に つ い

て の 未 調 査 の も の に つ い て は 、 早 急 に 調 査 を 実 施 す る 必 要 が あ り ま

す 。 ま た 、 合 理 的 な 施 設 運 用 を 図 る た め 八 日 市 高 区 配 水 区 域 に 隣 接

し て い る 中 西 部 簡 易 水 道 と 相 谷 簡 易 水 道 に つ い て 、 施 設 統 合 を 検 討

す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

 

施工・改築年度 耐震性評価

合計
 

内訳 年　度 判　定

91 ×1池

87 ×1池

中西部高区配水池 PC 1000 500 ×2池 平成2年 耐震診断未実施 未設置

中西部低区配水池 RC 370 185 ×2池 昭和52年 耐震診断未実施 未設置

東部配水池 PC 500 250 ×2池 平成16年 耐震診断未実施 設置済

南部配水池 PC 500 250 ×2池 平成12年 耐震診断未実施 設置済

御池最高区配水池 SUS 60 60 ×1池 平成17年 耐震診断未実施 未設置

御池中区配水池 SUS 80 80 ×1池 平成17年 耐震診断未実施 未設置

RC 50 50 ×1池

SUS 60 60 ×1池

RC 46 46 ×1池

SUS 60 60 ×1池

相谷配水池 RC 222 111 ×2池 平成6年 耐震診断未実施 未設置

耐震診断未実施

御池低区配水池 平成17年 耐震診断未実施 未設置

未設置御池高区配水池 平成17年 耐震診断未実施

未設置中西部高野配水池 RC 178 平成2年

配水池
構造
形式

既設配水池容量

緊急遮断弁
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ウ  導 水 管 、 送 水 管 及 び 配 水 管  

(ｱ) 上水道 事 業  

導 水 管 に つ い て は 、 八 日 市 浄 水 場 敷 地 内 の 取 水 井 戸 か ら 浄 水 池 ま

で の 管 路 の み と な っ て い ま す 。 井 戸 の 設 置 に 合 わ せ て 布 設 さ れ て お

り 、経 過 年 数 も 様 々 で す が 延 長 も 短 く 更 新 は 比 較 的 容 易 に 行 え ま す 。 

送 水 管 や 配 水 管 に つ い て は 、 下 水 道 工 事 等 に 伴 い 布 設 替 え を 実 施

し て お り ま す が 、 法 定 耐 用 年 数 の ４ ０ 年 を 超 え た 管 路 も 一 部 あ り 、

今 後 増 加 が 見 込 ま れ ま す 。 し か し 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 や 配 管 用 炭 素

鋼 管 に つ い て は 、 漏 水 事 故 の 発 生 割 合 が 比 較 的 高 い た め 、 耐 用 年 数

や 漏 水 な ど の 発 生 状 況 に よ り 更 新 を 実 施 し て い く 必 要 が あ り ま す 。

ま た 、 配 水 系 統 の 変 更 が 必 要 と な っ た 場 合 は 、 新 た な 送 水 管 や 配 水

管 の 布 設 が 必 要 と な り ま す 。  

さ ら に 、 一 部 で は 配 水 管 の 口 径 や 管 網 に 起 因 し た 残 留 塩 素 の 低 下

が み ら れ る こ と か ら 配 水 管 網 の 見 直 し に つ い て の 検 討 も 必 要 で あ り

ま す 。  

耐 震 性 を 有 す る 管 の 割 合 は 、 基 幹 管 路 （ 導 水 管 及 び 送 水 管 、 配 水

本 管 ） で ３ ９ ％ 、 そ の 他 の 管 路 で ６ １ ％ と な っ て い ま す 。 今 後 、 老

朽 管 の 更 新 に 合 わ せ 、 特 に 基 幹 管 路 の 耐 震 化 に つ い て 優 先 的 に 取 り

組 む 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震管

3%

耐震適合管

58%

非耐震管

39%
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(ｲ) 簡易水 道 事 業  

東 部 簡 易 水 道 、 南 部 簡 易 水 道 及 び 御 池 簡 易 水 道 で は 表 流 水 （ 渓 流

水 ） か ら 取 水 し た 原 水 を 導 水 管 に よ り 各 浄 水 場 に 送 っ て い ま す 。 山

地 に 配 管 さ れ た 導 水 管 は 、 耐 久 性 に 優 れ る 管 で あ っ て 、 布 設 年 次 も

新 し い た め 更 新 の 必 要 は あ り ま せ ん 。  

送 水 管 及 び 配 水 管 に つ い て も 、 法 定 耐 用 年 数 を 超 え て い る も の は

あ り ま せ ん が 上 水 道 同 様 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 で 漏 水 が 多 い こ と か ら 、

耐 用 年 数 や 漏 水 の 発 生 状 況 を み な が ら 更 新 を 実 施 し て い く 必 要 が あ

り ま す 。  

耐 震 性 を 有 す る 管 の 割 合 は 、 基 幹 管 路 で ５ ８ ％ 、 そ の 他 の 管 路 で

４ ５ ％ と な っ て い ま す 。 今 後 、 老 朽 管 の 更 新 に 合 わ せ 、 特 に 基 幹 管

路 の 耐 震 化 に つ い て 優 先 的 に 取 り 組 む 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震管

20%

耐震適合管

38%

非耐震管

42%
耐震適合管

45%非耐震管

55%
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市 民 生 活 に 欠 か す こ と の で き な い 水 道 事 業 が 将 来 に わ た り 持 続 し て い く た

め に は 、 適 切 な 施 設 更 新 に 必 要 な 資 金 を 確 保 で き る 経 営 及 び 財 務 の 健 全 性 や

事 業 運 営 に 必 要 な 技 術 及 び 技 能 の 継 承 な ど が 必 要 で す 。  

 

(１ ) 経 営 及 び 財 務 状 況  

水 道 事 業 の 経 営 状 況 や 財 務 の 健 全 性 及 び 効 率 性 に つ い て 明 ら か に し ま

す 。  

 

ア  会 計 の し く み  

(ｱ) 上水道 事 業  

八 日 市 地 区 、 五 個 荘 地 区 、 能 登 川 地 区 及 び 蒲 生 地 区 に お け る 水 道

事 業 会 計 は 、 地 方 公 営 企 業 法 に 基 づ く 企 業 会 計 方 式 を 採 用 し て い ま

す 。 こ の 方 式 は 、 基 本 的 に は 民 間 企 業 が 行 う 会 計 処 理 と 同 じ も の で

す 。  

上 水 道 事 業 を 大 別 す る と 、 水 の 生 産 と 供 給 を 行 い 、 そ の 対 価 と し

て 水 道 料 金 を 納 め て い た だ く 経 常 的 な 営 業 活 動 と 、 水 の 生 産 と 供 給

を 行 う た め に 必 要 な 施 設 （ 浄 水 場 、 配 水 池 及 び 水 道 管 等 ） の 建 設 や

改 良 と い っ た 資 本 の 増 減 に 関 わ る 活 動 の 二 つ に 分 け る こ と が で き ま

す 。 地 方 公 営 企 業 法 で は 、 前 者 の 予 算 を 「 収 益 的 収 支 」 と し 、 後 者

の 予 算 を 「 資 本 的 収 支 」 と し て 区 別 し て い ま す 。  

水 道 事 業 会 計 で は 、 収 益 的 収 支 か ら 生 じ る 利 益 や 将 来 の 施 設 更 新

の た め の 蓄 え （ 減 価 償 却 費 な ど の 現 金 の 支 出 を 伴 わ な い 費 用 ） を 内

部 留 保 資 金 と 呼 び 、 資 本 的 収 支 に 不 足 が 生 じ る 場 合 に は 、 こ の 内 部

留 保 資 金 に よ る 補 て ん を 行 い ま す 。  

従 っ て 、 安 定 し た 水 道 事 業 経 営 の た め に は 、 収 益 的 収 支 に 一 定 の

利 益 が 生 じ 、 さ ら に あ る 程 度 の 内 部 留 保 資 金 が 必 要 で あ る と い え ま

す 。  

 

(ｲ) 簡易水 道 事 業  

永 源 寺 地 区 に お け る 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 は 、 地 方 自 治 法 に 基 づ

く 官 公 庁 会 計 方 式 を 採 用 し て お り 、 上 水 道 事 業 会 計 の よ う に 営 業 的

な 活 動 や 建 設 的 な 投 資 に 区 分 す る こ と な く 、 一 つ の 予 算 で 収 支 状 況

を 管 理 し て い ま す 。  

３ 安定した事業継続 
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な お 、 歳 入 が 歳 出 を 上 回 っ た 場 合 は 、 簡 易 水 道 施 設 基 金 へ 積 み 立

て を 行 い 、 逆 に 下 回 っ た 場 合 は 、 基 金 を 取 り 崩 し た り 、 一 般 会 計 か

ら 繰 り 入 れ を し て 補 填 し ま す 。  

 

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
　・料金収入 　・受水費 　・補助金 　・建設改良費
　・その他 　・人件費 　・企業債 　・企業債償還金

　・委託料 　・工事負担金
　・企業債利息 　・水道加入金
 ・その他  ・その他

(収入) (支出) (収入) (支出)

積
立

補
填

減債積立金 建設改良積立金 損益勘定留保金

水 道 事 業 会 計 予 算

収益的収支 資本的収支

(減価償却費)
(純　利　益)

補填財源

内部留保資金

 

 

 

(補填) (積立)

簡易水道施設基金

簡　易　水　道　事　業　会　計　予　算

歳　　入 歳　　出
　　　　　　・料金収入 　　　　　　・企業債償還金
　　　　　　・その他 　　　　　　・人件費

　　　　　　・委託料
　　　　　　・工事請負費
　　　　　　・その他
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イ  収 益 の 状 況  

水 道 事 業 の 主 な 収 入 は 水 道 料 金 で す が 、 近 年 の 節 水 傾 向 や 節 水 型 器

具 の 普 及 、 ま た 企 業 の 経 費 節 減 対 策 な ど の 影 響 で 、 使 用 水 量 が 横 ば い

か ら わ ず か ず つ で す が 減 少 傾 向 に あ り ま す 。  

 

(ｱ) 上水道 事 業  

水 道 料 金 は 合 併 以 降 、 旧 市 町 ご と に 異 な る 料 金 設 定 で あ っ た も の

を 平 成 １ ８ 年 度 に 八 日 市 地 区 の 料 金 改 定 を 経 て 、 平 成 ２ ３ 年 度 に は

八 日 市 地 区 と 五 個 荘 地 区 、 能 登 川 地 区 と 蒲 生 地 区 の ２ 体 系 に 集 約 し

ま し た 。  

な お 、平 成 ２ ３ 年 度 の 料 金 改 定 で 約 ５ ％ 程 度 の 増 収 と な り ま し た 。 

 

(ｲ) 簡易水 道 事 業  

水 道 料 金 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 に 約 １ ９ ％ の 料 金 改 定 を 行 い ま し

た が 、 過 疎 化 の 進 行 か ら 給 水 人 口 が 減 少 の 一 途 を 辿 っ て お り 、 今 後

の 料 金 収 入 に つ い て も 減 少 傾 向 の 見 込 み で あ り ま す 。  

な お 、 料 金 改 定 後 も 上 水 道 事 業 よ り 低 い 料 金 水 準 と な っ て お り ま

す 。  

 

ウ  財 務 の 状 況  

(ｱ) 上水道 事 業  

上 水 道 事 業 創 設 以 来 ４ ０ 年 余 り が 経 過 す る 中 、 下 水 道 事 業 に 伴 う

水 道 管 の 布 設 替 に 併 せ て 計 画 的 に 老 朽 管 の 更 新 を 実 施 し て き ま し た 。

こ れ に よ り 効 果 的 な 漏 水 防 止 に 繋 が り 、 平 成 ２ ５ 年 度 の 有 収 率 は ８

９ ． ９ ％ と 、 県 平 均 （ ８ ９ ． ４ ％ ） 以 上 を 維 持 し て い ま す 。  

ま た 、 平 成 ２ ３ 年 度 に 実 施 し た 料 金 改 定 に よ り 、 そ れ ま で 年 度 ご

と に 赤 字 を 計 上 し て い た も の が 黒 字 に 転 換 す る こ と と な り 、 現 在 は

お お む ね 良 好 な 財 務 状 況 と な っ て い ま す 。  

し か し 、 地 震 等 の 災 害 に 強 い 施 設 を 構 築 す る た め 、 こ れ ま で 配 水

池 の 新 設 、 増 設 、 耐 震 補 強 及 び 緊 急 遮 断 弁 の 設 置 等 を 実 施 し て き ま

し た が 、 今 後 は 、 将 来 見 込 ま れ る 老 朽 施 設 の 更 新 費 用 の 大 幅 な 増 大

に よ る 減 価 償 却 費 や 借 入 金 の 利 子 償 還 の 増 高 が 経 営 を 圧 迫 す る こ と

と な る た め 、 計 画 的 に 費 用 の 積 立 を 行 う な ど 、 経 営 の 健 全 性 を 維 持

し て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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人件費 125,638千円

修繕費 45,123千円

動力費 38,801千円

受水費

722,439千円

委託料 117,210千円路面復旧費 6,261千円

企業利息 65,906千円

減価償却費

486,933千円

その他

208,681千円
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(ｲ) 簡易水 道 事 業  

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 で は 、 簡 易 水 道 事 業 債 に か か る 多 額 の 元 金

や 利 子 の 支 払 い が 経 営 状 況 を 悪 化 さ せ て お り 、 例 年 一 般 会 計 か ら の

繰 入 金 に よ り 財 源 を 確 保 し て い ま す 。  

平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 に は 料 金 改 定 を 行 っ た も の の 、 急 激 な 料 金 高 騰

を 避 け る た め 、 上 水 道 の 地 区 に 比 べ て 依 然 低 い 水 準 で あ り 、 さ ら に

給 水 人 口 が 減 少 傾 向 で あ る こ と か ら 料 金 収 入 の 大 き な 伸 び は 期 待 で

き ま せ ん 。  

今 後 増 加 す る 施 設 の 維 持 管 理 や 修 繕 や 更 新 の た め に 必 要 な 自 主 財

源 の 確 保 は 困 難 で あ り 、 引 き 続 き 一 般 会 計 に 依 存 せ ざ る を 得 な い 状

況 で あ り ま す 。 ま た 、 平 成 ２ ８ 年 度 に 計 画 す る 上 水 道 事 業 と の 事 業

統 合 後 に つ い て は 減 価 償 却 費 が 発 生 す る こ と か ら 、 ま す ま す 厳 し い

経 営 状 況 と な る こ と が 予 想 さ れ ま す 。  
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人件費 14,690千円

水質検査委託料

12,845千円

元金償還金

83,806千円

支払利息

21,457千円

基金積立金

14千円

その他

57,046千円

 

 

 

 

 

 

 



 

- 39 - 

(２ ) お 客 様 へ の サ ー ビ ス 状 況  

水 道 事 業 は 、 お 客 様 か ら の 水 道 料 金 収 入 に よ っ て 経 営 が 成 り 立 っ て お

り 、 お 客 様 の ニ ー ズ に 的 確 に 応 え て い く こ と が 、 将 来 に わ た る 事 業 継 続

の 基 盤 と な り ま す 。  

水 道 事 業 者 は 、 お 客 様 の 利 便 性 の 向 上 を 図 る と と も に 、 様 々 な 情 報 を

積 極 的 に 提 供 す る こ と に よ り 、 よ り 一 層 の ご 理 解 と ご 協 力 を 得 て い く こ

と が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

ア  お 客 様 へ の 対 応  

以 前 は 、 五 智 町 に あ る 八 日 市 浄 水 場 に て 業 務 を 行 っ て い ま し た が 、

お 客 様 の 利 便 性 と 事 務 の 効 率 性 か ら 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 に 市 本 庁 舎 近 く に

水 道 事 務 所 を 移 転 し 、 各 種 受 付 や 料 金 納 付 等 の 窓 口 対 応 を 行 っ て い ま

す 。 ま た 、 各 支 所 の 窓 口 で も 水 道 料 金 の 納 付 や 使 用 に 関 す る 届 け 等 を

受 け 付 け て い ま す 。  

 

イ  料 金 収 納 の 状 況  

水 道 料 金 の 支 払 方 法 は 、 納 付 書 と 口 座 振 替 の ２ 通 り で 対 応 し て い ま

す 。 納 付 書 の 場 合 は 、 水 道 事 務 所 、 本 庁 及 び 各 支 所 並 び に 金 融 機 関 の

窓 口 だ け で な く 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア で も 支 払 い い た だ け ま す 。 ま

た 、 料 金 の 支 払 い が ス ー ム ズ に で き る 口 座 振 替 を 推 進 し て い ま す 。  

な お 、 他 の 支 払 方 法 に つ い て も 、 検 討 中 で す 。  
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ウ  情 報 発 信  

市 の ホ ー ム ペ ー ジ や 市 の 広 報 紙 及 び ケ ー ブ ル テ レ ビ 等 を 利 用 し て 、

水 道 に 関 す る 各 種 手 続 き や 宅 内 で 漏 水 が 発 生 し た と き の 対 処 法 な ど 、

様 々 な 情 報 提 供 を 行 っ て い ま す 。  

今 後 は 、 水 道 事 業 に 関 す る ご 理 解 が よ り 一 層 深 ま る よ う 、 施 設 の 更

新 計 画 及 び 経 営 計 画 等 に 関 す る 情 報 発 信 も 行 っ て い き ま す 。  

 

エ  サ ー ビ ス 水 準 の 維 持 ・ 向 上  

水 道 事 業 の 運 営 や サ ー ビ ス 水 準 の 確 保 と 向 上 に は 、 水 道 施 設 運 営 に

専 門 的 な 知 識 や 経 験 を 有 す る 技 術 者 の 育 成 や 確 保 が 不 可 欠 で す 。 し か

し 、事 務 事 業 の 見 直 し に よ る 民 間 委 託 の 推 進 と 職 員 数 の 減 少 が 続 く 中 、

豊 富 な 経 験 や ノ ウ ハ ウ を 有 す る 職 員 の 技 術 や 技 能 の 継 承 が 大 き な 課 題

と な っ て い ま す 。  

今 後 は 、 民 間 活 力 も 導 入 し な が ら よ り 効 率 的 か つ 質 の 高 い サ ー ビ ス

の 提 供 に 努 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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(１ ) 電 力 使 用 量 の 抑 制  

エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用 等 環 境 に 配 慮 し た 事 業 運 営 を 推 進 す る こ と が 重

要 で あ り ま す 。  

配 水 方 式 は 、 蒲 生 地 区 の 一 部 に 加 圧 方 式 が あ り 、 配 水 区 域 の 変 更 も 含

め 自 然 流 下 方 式 の 拡 大 や 機 械 設 備 等 の 更 新 に よ り 、 電 力 使 用 量 の 抑 制 が

で き る よ う 整 備 に 努 め ま す 。  

 

(２ ) 資 源 再 利 用 の 推 進  

循 環 型 社 会 の 実 現 に 貢 献 す る た め 工 事 に お け る 再 生 資 材 の 利 用 及 び 発

生 す る ア ス フ ァ ル ト や コ ン ク リ ー ト 等 の 建 設 副 産 物 の リ サ イ ク ル 率 の 向

上 を 目 指 し ま す 。 ま た 、 制 服 、 文 具 及 び 印 刷 用 紙 等 の 物 品 調 達 の 際 、 グ

リ ー ン 商 品 の 購 入 を 推 進 し ま す 。  

 

(３ ) 有 収 率 の 向 上  

漏 水 防 止 の 指 標 の 一 つ で あ る 「 有 収 率 」 は 、 頻 繁 に 起 こ る 漏 水 区 間 の

集 中 補 修 や 漏 水 調 査 に よ り 改 善 の 方 向 に 推 移 し て い ま す が 、 更 な る 有 収

率 の 向 上 に 努 め て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 環境保全への貢献 
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１ 給水人口及び給水量の予測 

２ 水道資産の現状と将来の更新需要 

３ 水道資産の健全度 

４ 水道施設の更新需要 

５ 水道事業の財政収支に係る将来の見通し 

６ 水道事業の将来の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章
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東 近 江 市 水 道 事 業 の 給 水 人 口 と 給 水 量 の 予 測 を 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研

究 所 の「 日 本 の 市 区 町 村 別 将 来 推 計 人 口（ 平 成 ２ ０ 年 １ ２ 月 推 計 ）」を ベ ー ス

に 給 水 区 域 内 人 口 を 推 定 し 、 こ れ に 給 水 区 域 や 普 及 率 を 勘 案 し 、 給 水 人 口 を

推 定 し て こ れ に 各 用 途 別 の 有 収 水 量 の 推 定 を 行 い 、 集 計 し た も の に 有 収 率 及

び 負 荷 率 を 勘 案 し て 、 １ 日 平 均 給 水 量 と １ 日 最 大 給 水 量 を 予 測 し ま し た 。  

そ の 結 果 、 上 水 道 事 業 に つ い て 今 後 の 予 測 を 見 て み る と 、 給 水 人 口 及 び 給

水 量 と も 減 少 傾 向 と な り 、 こ の 傾 向 が 長 期 に わ た っ て 続 く こ と が 予 想 さ れ ま

す 。  

簡 易 水 道 事 業 に つ い て は 、 ５ つ の 簡 易 水 道 そ れ ぞ れ を 予 測 し て い ま す 。 既

に 減 少 傾 向 と な っ て お り 、 今 後 も 長 期 に わ た り 続 く こ と が 予 想 さ れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 給水人口及び給水量の予測 

平 成 28 年 度 か ら は 上 水 道 事 業 と 簡 易 水 道
事 業 の 統 合 に よ り 給 水 人 口 が 増 加  
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水 道 事 業 は 、電 力 や ガ ス 事 業 等 と 同 様 に 膨 大 な 施 設 や 設 備 を 必 要 と す る「 装

置 産 業 」 で あ り ま す 。 お 客 さ ま に 「 安 全 で お い し い 水 」 を 「 安 定 的 に 供 給 」

す る た め 、 各 種 の 施 設 を 保 有 し 、 維 持 管 理 し て い ま す が 、 水 道 事 業 を 将 来 に

わ た り 持 続 可 能 な も の と す る た め に は 、 中 長 期 的 な 施 設 整 備 や 更 新 と 水 需 要

の 見 通 し に つ い て の 検 討 を し 、 着 実 な 更 新 投 資 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

種類 主な役割 主な構造物及び設備

取水施設 水源から原水を取り入れる 浅井戸、深井戸、取水堰

導水施設 取水された原水を浄水場まで導く 導水管

浄水施設
水源から送られてきた原水を飲用に適す
るように処理する

着水井、ろ過池、膜ろ過施設、浄水池、消
毒設備、エアレーション設備

送水施設 浄水場から配水池まで浄水を送る 送水ポンプ、送水管

配水施設
給水区域の需要に応じて、適正な水圧で
需要者に供給する

配水池、配水ポンプ、配水管

機械、電気及び
計装設備

取水から配水に至る施設に関連する運
転、制御、監視を行う

各種機械設備、受変電設備、自家発電設
備、監視制御設備、計装設備

 

 

 

 

２ 水道資産の現状と将来の更新需要 
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(１ ) 構 造 物 及 び 設 備 (管 路 施 設 を 除 く 水 道 施 設 ) 

そ れ ぞ れ 耐 用 年 数 の 異 な る 建 築 物 、 土 木 構 造 物 、 電 気 設 備 、 機 械 設 備

及 び 計 装 設 備 に 分 類 し 、 資 産 額 を 把 握 し ま す 。  

 

ア  上 水 道 事 業  

各 施 設 を 現 在 の 価 値 に 換 算 し て 、 平 成 ２ ５ 年 度 末 で は 約 ４ ８ 億 円 分

の 資 産 を 保 有 し て い ま す 。 将 来 の 施 設 更 新 需 要 を 見 通 す た め の 基 礎 デ

ー タ と な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  簡 易 水 道 業  

各 施 設 を 現 在 の 価 値 に 換 算 し て 、 平 成 ２ ５ 年 度 末 で は 約 ３ ８ 億 円 分

の 資 産 を 保 有 し て い ま す 。 将 来 の 施 設 更 新 需 要 を 見 通 す た め の 基 礎 デ

ー タ と な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 50 - 

(２ ) 管 路 施 設  

ア  上 水 道 事 業  

平 成 ２ ５ 年 度 末 で 、 総 延 長 約 ６ ８ ８ ｋ ｍ の 管 路 を 有 し て い ま す 。 事

業 開 始 当 時 で あ る 昭 和 ４ ６ 年 度 の 管 路 が 一 部 残 っ て い ま す が 、 大 半 は

下 水 道 事 業 の 整 備 に 合 わ せ て 更 新 を 行 っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  簡 易 水 道 事 業  

平 成 ２ ５ 年 度 末 で 、 総 延 長 約 １ ０ ６ ｋ ｍ の 管 路 を 有 し て い ま す 。 平

成 ３ ０ 年 度 ま で に 、 更 新 時 期 を 迎 え る 管 路 施 設 は あ り ま せ ん 。  
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お 客 様 に 、 安 全 で お い し い 水 を 安 定 的 に 供 給 す る た め に は 、 老 朽 化 や 機 能

低 下 の な い 健 全 な 状 態 の 水 道 施 設 を 維 持 し て い く こ と が 必 要 で す 。 こ れ を 施

設 の 健 全 度 と し 、 今 後 、 施 設 や 管 路 の 更 新 を ま っ た く 行 わ な か っ た 場 合 に 、

資 産 の 健 全 度 が ど の よ う に 低 下 し て い く か を 見 通 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

今 後 、 施 設 の 更 新 を 一 切 行 わ な か っ た 場 合 に 、 施 設 の 健 全 度 が ど の よ う に

推 移 し て い く か を 表 し た グ ラ フ で す 。  

 

(１ ) 上 水 道 事 業  

ア  構 造 物 及 び 設 備  

平 成 ２ ６ 年 度 で 、 老 朽 化 資 産 は １ ０ ％ 未 満 と な っ て お り 、 ２ ０ 年 経

過 し た 時 点 で 約 ４ ０ ％ 、 ４ ０ 年 経 過 す る と 約 ７ ０ ％ が 老 朽 化 資 産 と な

り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 水道資産の健全度 

健 全 資 産    経 年 化 資 産    老 朽 化 資 産

年  度  
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イ  管 路  

平 成 ２ ６ 年 度 で 、 約 １ ％ が 老 朽 化 管 路 と な っ て お り 、 ３ ０ 年 を 経 過

す る と 老 朽 化 管 路 延 長 が １ ４ ０ ｋ ｍ（ 約 ２ ０ ％ ）、４ ０ 年 経 過 す る と ３

０ ０ km（ 約 ４ ０ ％ ） が 老 朽 化 管 路 と な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２ ) 簡 易 水 道 事 業  

ア  構 造 物 及 び 設 備  

平 成 ２ ６ 年 度 で 、 約 ２ ０ ％ が 老 朽 化 資 産 と な っ て お り 、 １ ０ 年 経 過

し た 時 点 で 約 ５ ０ ％ 、 ４ ０ 年 経 過 す る と 約 ７ ０ ％ が 老 朽 化 資 産 と な り

ま す 。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健 全 管 路     経 年 化 管 路     老 朽 化 管 路  

年  度  

健 全 資 産     経 年 化 資 産     老 朽 化 資 産  

年  度  
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イ  管 路  

平 成 ２ ６ 年 度 で は 、 老 朽 化 管 路 は あ り ま せ ん が 、 ２ ５ 年 を 経 過 す る

と 老 朽 化 管 路 の 延 長 が １ １ ｋ ｍ（ 約 ６ ％ ）、４ ０ 年 す る と ６ ０ ｋ ｍ（ 約

３ ４ ％ ） が 老 朽 化 管 路 と な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健 全 管 路     経 年 化 管 路     老 朽 化 管 路  

年  度  
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(１ ) 法 定 耐 用 年 数 で 更 新 し た 場 合 の 更 新 需 要  

法 定 耐 用 年 数 は 、 様 々 な 施 設 に つ い て 減 価 償 却 費 を 毎 年 計 上 す る た め

の 経 理 上 の 処 置 と し て 地 方 公 営 企 業 法 に 定 め ら れ て い ま す 。 こ の 年 数 が

過 ぎ て も す ぐ に 施 設 が 使 え な く な る わ け で は あ り ま せ ん が 、 将 来 の 更 新

需 要 が 最 大 で ど の 程 度 必 要 と な る か を 算 定 し ま す 。  

な お 、 簡 易 水 道 事 業 に お い て は 減 価 償 却 費 を 計 上 す る 必 要 は あ り ま せ

ん が 、 更 新 需 要 を 算 定 す る 必 要 が あ る た め 上 水 道 事 業 と 同 様 の 手 法 で 算

定 を し ま す 。  

 

ア  上 水 道 事 業  

構 造 物 、 設 備 及 び 管 路 を 法 定 耐 用 年 数 で 更 新 し た 場 合 の 需 要 額 を 試

算 す る と 、 今 後 ４ ０ 年 で 約 ６ ３ ０ 億 円 と な り 、 単 年 度 当 た り の 需 要 は

時 間 の 経 過 と と も に 増 加 し て い く 傾 向 に あ り ま す 。 単 年 度 平 均 で 約 １

５ 億 円 が 必 要 と な り 、 現 在 の 経 営 状 況 か ら 大 き な 負 担 と な る と 考 え ら

れ ま す 。  

 

 

 

４ 水道施設の更新需要 
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イ  簡 易 水 道 事 業  

構 造 物 、 設 備 及 び 管 路 を 法 定 耐 用 年 数 で 更 新 し た 場 合 の 需 要 額 を 試

算 す る と 、 今 後 ４ ０ 年 で 約 １ ８ ５ 億 円 と な り 、 単 年 度 当 た り の 需 要 は

時 間 の 経 過 と と も に 増 加 し て い く 傾 向 に あ り ま す 。 単 年 度 平 均 で 約 ４

億 円 が 必 要 と な り 、 現 在 の 経 営 状 況 か ら 大 き な 負 担 と な る と 考 え ら れ

ま す 。  
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(２ ) 重 要 度 及 び 優 先 度 を 考 慮 し た 更 新 需 要  

ア  上 水 道 事 業  

水 道 施 設 は 、 実 際 に は 法 定 耐 用 年 数 を 超 え て も 機 能 を 維 持 し う る も

の も 多 い た め 、 そ の 重 要 度 や 優 先 度 及 び 耐 震 性 の 有 無 等 を 考 慮 し た う

え で 、 実 際 に 想 定 さ れ る 耐 用 年 数 を 設 定 し て 試 算 し た 結 果 、 今 後 ４ ０

年 間 の 更 新 需 要 額 は 約 ２ ６ ０ 億 円 と な り 、 単 年 度 平 均 で 約 ６ 億 円 と な

り ま す 。法 定 耐 用 年 数 で 更 新 し た 場 合 と 比 較 す る と １ /２ 以 下 の 額 に な

り ま す が 、 大 き な 費 用 負 担 に な る こ と は 変 わ り あ り ま せ ん 。  
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イ  簡 易 水 道 事 業  

簡 易 水 道 事 業 で は そ の 重 要 度 や 優 先 度 、 耐 震 性 の 有 無 等 を 考 慮 し た

う え で 実 際 に 想 定 さ れ る 耐 用 年 数 を 設 定 し て 試 算 し た 結 果 、 今 後 ４ ０

年 間 の 更 新 需 要 額 は 約 ８ ０ 億 円 と な り 、 単 年 度 平 均 で 約 ２ 億 円 と な り

ま す 。法 定 耐 用 年 数 で 更 新 し た 場 合 と 比 較 す る と １ /２ 以 下 の 額 に な り

ま す が 、 大 き な 費 用 負 担 に な る こ と は 変 わ り あ り ま せ ん 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３ ) 更 新 需 要 の 見 通 し  

上 記 「 (１ )法 定 耐 用 年 数 で 更 新 し た 場 合 の 更 新 需 要 」、「 (２ )重 要 度 及

び 優 先 度 を 考 慮 し た 更 新 需 要 」 で 行 っ た 試 算 は 、 あ く ま で 現 在 の 水 道 施

設 を そ の ま ま の 施 設 規 模 や 工 法 で 更 新 し た 場 合 の 試 算 結 果 で あ り 、 将 来

の 規 模 変 更 や 技 術 革 新 に よ る 費 用 の 縮 減 と 社 会 情 勢 の 変 化 に 伴 う 費 用 の

増 減 等 は 反 映 し て い な い た め 、 実 際 の 更 新 計 画 の も と で は 更 新 需 要 額 が

増 減 す る こ と が 予 想 さ れ ま す 。  

必 要 な 施 設 更 新 を 着 実 に 進 め る と 同 時 に 、 施 設 劣 化 の 状 況 や 耐 震 性 に

つ い て 十 分 な 調 査 を 行 い 、 施 設 の 延 命 化 や 健 全 化 を は か る こ と に よ り 、

更 新 費 用 の 縮 減 を 目 指 す こ と も 必 要 で す 。 ま た 、 法 定 耐 用 年 数 を 越 え た

施 設 や 設 備 で あ っ て も 、 必 要 な 機 能 が 失 わ れ る わ け で は あ り ま せ ん 。 そ

の た め 、 適 切 な 維 持 管 理 を 行 い 、 で き る だ け 施 設 の 寿 命 を 延 ば し た 上 で

整 備 計 画 の 策 定 が 必 要 と な り ま す 。  
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(１ ) 上 水 道 事 業  

上 水 道 事 業 は 、 公 営 企 業 と し て 位 置 づ け ら れ て お り 、 企 業 活 動 を 正 確

に 把 握 す る 必 要 性 か ら そ の 経 理 を 営 業 活 動 に か か わ る 収 益 的 収 支 と 施 設

整 備 や 企 業 債 等 の 収 支 に か か わ る 資 本 的 収 支 に 区 分 し て 、 そ れ ぞ れ に つ

い て の 将 来 見 通 し を 明 ら か に し ま す 。  

 

ア  収 益 的 収 支 の 見 通 し  

平 成 ２ ２ 年 度 末 の 累 積 欠 損 金 は ８ 億 円 を 超 え る 金 額 で し た が 、 平 成

２ ３ 年 度 に 行 っ た 料 金 改 定 な ど に よ り 単 年 度 収 支 が 改 善 し 、 平 成 ２ ８

年 度 に 予 定 す る 料 金 統 一 及 び さ ら な る 経 費 節 減 、 経 営 の 効 率 化 等 に よ

り 今 後 も 安 定 し た 収 支 が 見 込 ま れ ま す 。  

た だ し 、 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト に 沿 っ て 実 施 す る 施 設 更 新 事 業 に つ

い て は 、 今 後 ４ ０ 年 間 の 長 期 的 な 計 画 の 下 、 耐 用 年 数 の 経 過 す る 施 設

の 中 で 緊 急 度 の 高 い も の か ら 優 先 的 に 実 施 し て い く こ と と し て い ま す 。

し か し 、 施 設 の 更 新 事 業 は 、 新 た な 企 業 債 の 借 り 入 れ や 固 定 資 産 の 増

加 に 繋 が り 、 支 出 全 体 に 占 め る 割 合 の 高 い 企 業 債 利 息 や 減 価 償 却 費 を

大 き く 増 加 さ せ る こ と と な る た め 、 常 に 経 営 状 況 を 注 視 し な が ら 安 定

し た 経 営 状 態 を 維 持 し 得 る 無 理 の な い 事 業 運 営 に 努 め る こ と が 必 要 で

す 。  

 

 

５ 水道事業の財政収支に係る将来の見通し
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イ  資 本 的 収 支 の 見 通 し  

施 設 や 管 路 を 法 定 耐 用 年 数 が 経 過 す る も の か ら 順 に 更 新 す る こ と は

最 も 理 想 的 な こ と で す が 、 そ の 財 源 を 確 保 す る こ と は 、 今 日 の 厳 し い

経 済 情 勢 下 で は 非 常 に 困 難 な こ と と い え ま す 。  

そ の た め 、 維 持 管 理 の 徹 底 と 適 期 の 修 繕 に よ り 、 施 設 等 の 延 命 化 を

図 り 、 安 定 し た 経 営 を 維 持 し な が ら 更 新 計 画 を 策 定 し な け れ ば な り ま

せ ん 。  

従 っ て 、 平 成 ２ ８ 年 度 以 降 に 毎 年 ６ ～ ８ 億 円 程 度 の 規 模 で 老 朽 化 の

進 む 施 設 を 順 次 更 新 す る こ と が 必 要 で あ り 、 ま た 、 将 来 に か け て の 費

用 負 担 の 平 準 化 の た め 適 正 に 企 業 債 を 借 入 れ る こ と と す る と 、 次 の グ

ラ フ の よ う な 結 果 と な り 、 今 後 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト を 実 施 し 、 持 続

可 能 な 施 設 更 新 計 画 の 策 定 を 行 う こ と と し ま す 。  

た だ し 、 法 定 耐 用 年 数 に 達 し な い 施 設 で も 更 新 の 必 要 が 生 じ る こ と

も 考 え ら れ 、 毎 年 計 画 の 見 直 し を 行 い 、 こ れ に 従 っ て 将 来 の 見 通 し も

修 正 す る こ と と な り ま す 。  
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(２ ) 簡 易 水 道 事 業  

簡 易 水 道 事 業 に つ い て は 特 別 会 計 で 対 応 し て お り 、 収 入 の 面 で 平 成 ２

２ 年 １ ０ 月 に 料 金 改 定 を 行 っ た も の の 、 今 後 人 口 の 減 少 に 歯 止 め は か か

ら ず 、 料 金 収 入 の 減 少 は 避 け ら れ ま せ ん 。 さ ら に 平 成 ２ ８ 年 度 に は 上 水

道 と の 事 業 統 合 に 併 せ て 、 料 金 統 一 も 視 野 に 入 れ て 使 用 者 の 方 々 に と っ

て 急 激 な 負 担 増 と な ら な い よ う 、 段 階 的 に 料 金 改 定 を 行 う な ど の 配 慮 が

必 要 と な り ま す 。  

一 方 、支 出 の 面 で は 、平 成 ２ ４ 年 度 に 企 業 債 の 償 還 額 が ピ ー ク を 過 ぎ 、

そ の 後 は 収 支 差 額 の 不 足 分 が 除 々 に 縮 小 す る た め 、 こ れ に 併 せ て 財 源 不

足 分 の 補 填 と し て 一 般 会 計 に 依 存 し て い る 繰 入 金 も 次 第 に 減 少 す る 見 込

み で す 。  
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今 後 、 日 本 の 人 口 は 長 期 に わ た り 減 少 を 続 け る こ と が 予 想 さ れ 、 平 成 ７ ２

年 (２ ０ ６ ０ 年 )に は ３ 割 程 度 減 る も の と 見 込 ま れ ま す 。 人 口 減 少 と 併 せ 節 水

の 傾 向 に 伴 う 水 需 要 の 減 少 は 国 全 体 で ４ 割 程 度 に な る と 推 計 さ れ て い ま す 。  

水 道 事 業 は 、 給 水 量 に か か わ ら ず 事 業 に 必 要 な 経 費 が 大 き く は 減 少 し な い

と い う 特 性 を 持 つ 一 方 、給 水 量 の 減 少 は 直 接 料 金 収 入 の 減 少 に つ な が り ま す 。

ま た 、 施 設 面 に お い て も 給 水 量 減 少 に 伴 う 規 模 の 縮 小 を 考 慮 す る と 、 現 状 の

施 設 規 模 を そ の ま ま 更 新 す る こ と は 利 用 効 率 が 低 く な り 、 事 業 効 率 を 悪 化 さ

せ る こ と に な り ま す 。  

こ の よ う な 状 況 の 下 で 将 来 に わ た っ て 安 定 的 に 安 心 ・ 安 全 な 水 道 水 を 供 給

し て い く た め に は 、 地 域 の 実 情 に 即 し た 中 長 期 的 な 視 点 に 立 っ た 経 営 計 画 に

よ り 施 設 、 財 務 、 組 織 、 人 材 等 の 経 営 基 盤 を 強 化 す る こ と が 重 要 と な る こ と

か ら 次 の ４ つ を 基 本 と し 、 事 業 運 営 を 行 う こ と と し ま す 。  

 

(１ ) 給 水 サ ー ビ ス の 維 持 と 経 営 （ 投 資 ・ 財 政 ） の 均 衡 を 図 る こ と  

給 水 サ ー ビ ス を 将 来 に わ た っ て 維 持 し て い く た め に は 、 施 設 更 新 等 の

投 資 と 財 政 の 均 衡 を 図 っ て い く こ と が 不 可 欠 で あ る た め 、 施 設 面 か ら も

財 政 面 か ら も 持 続 可 能 な 経 営 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。  

そ の た め に は 、 適 切 な 経 営 計 画 の 策 定 、 合 理 的 な 事 業 運 営 等 の 水 道 事

業 単 独 の 取 り 組 み と 併 せ 、 東 近 江 市 の 財 政 部 局 と の 連 携 も 図 り な が ら 経

営 の 健 全 化 に 取 り 組 む こ と と し ま す 。  

 

(２ ) 市 の 将 来 を 見 据 え た 経 営 を 行 う こ と  

地 域 の 基 盤 と な る 生 活 イ ン フ ラ を 提 供 し て い る 水 道 事 業 の 将 来 像 は 、

地 域 全 体 の 将 来 像 と 切 り 離 す こ と は で き な い た め 、「 東 近 江 市 総 合 計 画 」

等 の 将 来 計 画 を 踏 ま え た う え で 、 水 道 事 業 の 将 来 構 想 の 検 討 や 需 要 予

測 ・ 収 支 見 通 し 、 適 切 な 投 資 水 準 の 設 定 を 行 う こ と と し ま す 。  

さ ら に 、 将 来 像 を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ て 従 来 の 方 式 と は 別 の 多 様 な 方

法 に よ る 給 水 サ ー ビ ス 提 供 に つ い て も 検 討 す る こ と と し ま す 。  

 

６ 水道事業の将来の方向性 
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(３ ) 中 長 期 的 な 視 点 に 立 っ た 経 営 を 図 る こ と  

事 業 の 基 盤 と な る 水 道 施 設 の 老 朽 化 が 問 題 と な っ て き て お り 、 安 定 給

水 の 継 続 や 事 故 防 止 の た め に も 老 朽 化 対 策 に は 速 や か な 対 応 が 必 要 と な

り ま す が 、 水 道 施 設 の 更 新 に は 多 大 な 費 用 と 時 間 を 要 す る こ と か ら 、 中

長 期 的 な 経 営 計 画 に よ り 適 切 な 投 資 や 財 源 の 確 保 に 取 り 組 む と と も に 、

広 域 化 や 官 民 連 携 な ど の 検 討 も 行 う こ と と し ま す 。  

ま た 、 こ れ ら の 課 題 解 決 の た め に 、 水 道 事 業 の 基 幹 的 業 務 を 担 う こ と

の で き る 人 材 育 成 に も 取 り 組 む こ と と し ま す 。  

 

(４ ) 「 経 営 の 見 え る 化 」 を 図 る こ と  

水 道 事 業 が 提 供 す る 給 水 サ ー ビ ス は 、 将 来 に わ た っ て 市 民 生 活 に 不 可

欠 で あ る こ と か ら 、 サ ー ビ ス の 継 続 の た め の 健 全 経 営 の 維 持 を 図 っ て い

く た め に は 、 事 業 の 経 営 に つ い て 利 用 者 （ 市 民 ） の み な さ ま の ご 理 解 を

得 る こ と が 不 可 欠 で あ る と 考 え ま す 。  

そ の た め に は 、 客 観 的 な 経 営 指 標 に よ る 分 析 、 経 営 目 標 の 設 定 、 経 営

状 況 や 施 設 ・ 設 備 の 状 態 の 的 確 な 説 明 等 の 「 経 営 の 見 え る 化 」 に 努 め 、

こ れ ら の 情 報 を 積 極 的 に 開 示 す る こ と に よ り ご 理 解 を 得 る 取 り 組 み を 進

め る こ と と し ま す 。  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 水道の理想像 

２ 強靭：被災した場合でも迅速に 

復旧できる水道 

３ 持続：健全かつ安定的な 

事業運営が可能な水道 

４ 安全：いつでもどこでも、 

水をおいしく飲める水道 
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私 た ち に と っ て 望 ま し い 水 道 と は 、時 代 や 環 境 の 変 化 に 的 確 に 対 応 し つ つ 、

水 質 基 準 に 適 合 し た 水 が 、「 必 要 な 量 」、「 い つ で も 」、「 ど こ で も 」、「 誰 で も 」、

「 合 理 的 な 対 価 」を も っ て 、「 持 続 的 に 受 け 取 る 」こ と が 可 能 な 水 道 と い え ま

す 。  

こ の よ う な 水 道 を 実 現 す る た め に は 、 水 道 水 の 「 安 全 の 確 保 」、「 確 実 な 給

水 確 保 」、「 供 給 体 制 の 持 続 性 の 確 保 」 の ３ つ が 必 要 で す 。  

東 近 江 市 水 道 事 業 の 理 想 像 と し て 、厚 生 労 働 省 の 新 水 道 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、

確 実 な 給 水 の 確 保 を 「 強 靭 」、 供 給 体 制 の 持 続 性 の 確 保 を 「 持 続 」、 水 道 水 の

安 全 性 を 「 安 全 」 と 表 現 し 、 こ れ ら ３ つ の 観 点 か ら 、 ５ ０ 年 後 、 １ ０ ０ 年 後

の 水 道 の 理 想 像 を 具 体 化 す る こ と と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 照 ： 新 水 道 ビ ジ ョ ン （ 厚 生 労 働 省 ）  

 

 

時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水

が、「必要な量」、「いつでも」、「どこでも」、「誰でも」、「合理的な対価」

をもって、「持続的に受け取る」ことが可能な水道 

１ 水道の理想像 
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(１ ) 水 道 施 設 の 耐 震 化  

ア  施 設 の 耐 震 化  

こ れ ま で 地 震 に よ る 水 道 施 設 へ の 被 害 を 受 け た こ と は あ り ま せ ん が 、

今 後 発 生 が 懸 念 さ れ る 南 海 ト ラ フ 地 震 等 の 大 規 模 な 地 震 が 発 生 し た 場

合 に 被 害 を 最 小 限 に 抑 え 、 利 用 者 の ラ イ フ ラ イ ン を 確 保 す る た め に 料

金 へ の 影 響 や 経 営 も 考 慮 し つ つ 、 施 設 の 耐 震 化 を 進 め ま す 。  

 

イ  管 路 の 耐 震 化  

大 規 模 な 地 震 発 生 時 に 上 水 道 の ラ イ フ ラ イ ン 機 能 を 維 持 す る た め に

は 、 浄 水 場 や 配 水 池 と 同 様 に 管 路 の 耐 震 化 も 進 め る こ と と し ま す 。 た

だ し 、す べ て の 管 路 を 耐 震 化 す る に は 莫 大 な 費 用 と 時 間 が 必 要 と な り 、

事 業 経 営 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と に な る た め 、 優 先 度 や 老 朽 度 等 を

総 合 的 に 勘 案 し 、 実 施 す る こ と と し ま す 。  

 

(２ ) 配 水 区 域 の 適 正 化  

水 道 施 設 は 、 市 町 合 併 前 の 施 設 を そ の ま ま 引 き 継 い で お り 、 今 後 、 配

水 区 域 の 見 直 し に よ る 配 水 管 の 管 網 や 口 径 の 見 直 し を し 、 安 定 給 水 や 低

水 圧 の 解 消 に 取 り 組 む こ と と し ま す 。  

 

(３ ) バ ッ ク ア ッ プ 水 源 と 連 絡 管 の 整 備  

大 規 模 な 災 害 や 事 故 の 際 に 断 水 等 の 影 響 を 最 小 限 に す る た め に は 、 バ

ッ ク ア ッ プ の 方 策 と し て 、 他 の 水 源 と の 連 絡 管 整 備 を 検 討 す る こ と と し

ま す 。  

 

(４ ) 危 機 管 理  

地 震 、 台 風 な ど の 自 然 災 害 や 人 為 的 な 事 故 や ト ラ ブ ル が 生 じ た 状 況 に

お い て も 事 業 を 継 続 す る た め の 行 動 計 画 を 策 定 し ま す 。  

２ 強靭：被災した場合でも迅速に 

復旧できる水道 
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(１ ) ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト に よ る 水 道 施 設 の 計 画 的 か つ合 理 的 な
更 新 計 画 の 策 定  

今 後 、 老 朽 化 の 進 む 水 道 施 設 に つ い て 、 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 手 法

を 実 施 す る こ と に よ り 、 経 営 計 画 の 裏 付 け の あ る 水 道 施 設 更 新 計 画 を 策

定 し 、 着 実 に 更 新 を 実 施 し ま す 。  

 

(２ ) 上 水 道 事 業 と 簡 易 水 道 事 業 の 施 設 統 廃 合  

平 成 ２ ８ 年 度 に 上 水 道 と 簡 易 水 道 の 事 業 統 合 を 予 定 し て お り 、 隣 接 し

て い る 配 水 区 域 の 施 設 を 統 合 し 、 効 率 的 な 施 設 運 用 が 図 れ る よ う に 検 討

を 進 め る こ と と し ま す 。  

 

(３ ) 職 員 の 技 術 力 確 保  

職 員 が 現 場 技 術 に 精 通 し て い な け れ ば 安 定 給 水 や 効 率 的 な 経 営 に 支 障

を き た す こ と か ら 、 技 術 継 承 の 体 制 を 構 築 す る 必 要 が あ り ま す 。 技 術 継

承 の た め に 、 業 務 の マ ニ ュ ア ル 化 に よ り 職 員 の 技 術 力 の レ ベ ル を 確 保 す

る と と も に 、 引 き 継 ぐ べ き 技 術 水 準 を 提 示 す る こ と と し ま す 。  

 

(４ ) 経 営 の 健 全 化  

独 立 採 算 が 原 則 で あ る 水 道 事 業 を 継 続 し て い く た め に は 、 経 営 の 健 全

性 を 確 保 し て い く こ と が 不 可 欠 で す 。 今 後 、 長 期 的 に 水 道 水 の 需 要 が 減

少 し て い く こ と が 想 定 さ れ る 中 、 コ ス ト の 削 減 や 経 営 の 合 理 化 な ど 様 々

な 取 組 み を 進 め 、 経 営 の 健 全 化 を は か り ま す 。  

 

(５ ) 事 務 の 効 率 化  

事 業 経 営 の 健 全 化 の た め に 、 料 金 収 入 業 務 、 検 針 業 務 及 び 開 閉 栓 業 務

の 包 括 委 託 な ど に よ り 、 民 間 活 用 を 行 い 、 事 務 の 効 率 化 を 進 め ま す 。  

 

(６ ) 求 め ら れ て い る サ ー ビ ス の 把 握 と そ の 対 応  

お 客 様 が 求 め る 水 道 事 業 サ ー ビ ス を 的 確 に 把 握 し 、 継 続 し て サ ー ビ ス

の 向 上 に 努 め る こ と と し ま す 。  

３ 持続：健全かつ安定的な 

事業運営が可能な水道
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(７ ) 水 資 源 の 有 効 活 用  

定 期 的 な 漏 水 調 査 を 実 施 し て 漏 水 率 の 低 下 を 目 指 す と と も に 、 施 設 更

新 時 は 、 省 エ ネ ル ギ ー 対 応 型 の 環 境 に 優 し い 機 器 の 導 入 を 検 討 し ま す 。  
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(１ ) 水 道 水 質 の 改 善  

水 道 水 は 、 管 路 を 通 じ て お 客 様 の も と に 届 け ら れ ま す が 、 そ の 距 離 が

長 く な る こ と で 配 水 管 に 長 時 間 滞 留 し た 場 合 、 残 留 塩 素 濃 度 の 低 下 や 水

質 悪 化 が 生 じ な い よ う な 対 策 を 検 討 す る こ と と し ま す 。  

 

(２ ) 給 水 装 置 で の 改 善  

お 客 様 で 管 理 し て い た だ い て い る 給 水 装 置 に お い て 不 適 切 な 管 理 が さ

れ れ ば 水 質 の 悪 化 な ど の 可 能 性 が あ り ま す 。 水 道 事 業 者 と し て お 客 様 へ

必 要 に 応 じ て 指 導 、 啓 発 及 び 改 善 方 策 に つ い て の 技 術 的 検 討 を 行 う こ と

と し ま す 。  

 

(３ ) 水 道 水 源 の 保 全  

自 己 水 源 と し て 地 下 水 を 利 用 し て い る 上 水 道 事 業 の 八 日 市 地 区 と 簡 易

水 道 事 業 で の 表 流 水 （ 渓 流 水 ） の 利 用 に つ い て は 、 今 後 も 貴 重 な 水 源 と

し て 、 そ の 保 全 を 図 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

４ 安全：いつでもどこでも、 

水をおいしく飲める水道 



 

 

 

 

 

 

強靭：被災した場合でも迅速に復旧できる水道 

１ 水道施設の耐震化 

２ 配水区域の適正化 

３ バックアップ水源と連絡管の整備 

４ 危機管理 

 

持続：健全かつ安定的な事業運営が可能な水道 

５ アセットマネジメントによる水道施設の 

計画的かつ合理的な更新計画の策定 

６ 上水道と簡易水道の施設統合 

７ 職員の技術力確保 

８ 経営の健全化 

９ 事務の効率化 

１０ 求められているサービスの把握とその対応 

１１ 水資源の有効活用 

 

安全：いつでもどこでも、水をおいしく飲める水道 

１２ 水道水質の改善 

１３ 給水装置での改善 

１４ 水道水源の保全 
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主 要 な 施 策

強 靭

【強靭な水道】

１．水道施設の耐震化
２．配水区域の適正化
３．バックアップ水源と連絡管の整備
４．危機管理

持 続

【水道サービスの持続】

５．アセットマネジメントによる
水道施設の計画的かつ合理的な
更新計画の策定

６．上水道と簡易水道の施設統合

７．職員の技術力確保
８．経営の健全化

９．事務の効率化

10．求められているサービスの把握
とその対応

11．水資源の有効活用

安 全

【安全な水道】
12．水道水質の改善
13．給水装置での改善

14．水道水源の保全
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強靭（被災した場合でも迅速に復旧できる水道） 

に関する具体的な施策 

 

 

１ 水道施設の耐震化 

(１ ) 浄 水 場 の 耐 震 化  

八 日 市 浄 水 場 、 中 西 部 浄 水 場 及 び 相 谷 浄 水 場 は 、 耐 震 性 の あ る 施 設 と

耐 震 性 の 不 足 し て い る 施 設 が 混 在 し て い る た め 、 浄 水 場 全 体 と し て は 耐

震 化 が な さ れ て い な い 施 設 と な っ て い ま す 。 い ず れ も 施 設 を 稼 働 さ せ な

が ら 耐 震 補 強 を す る こ と が 困 難 な た め 、 今 後 実 施 を 検 討 す る 上 水 道 事 業

と 簡 易 水 道 事 業 の 施 設 統 合 の な か で 、 施 設 の 再 構 築 を 前 提 に 耐 震 化 を 進

め る こ と と し ま す 。  

 

(２ ) 配 水 池 の 耐 震 化  

耐 震 性 の 不 足 し て い る 配 水 池 （ Ｐ ２ ９ 、 ３ ０ の 表 で 耐 震 診 断 未 実 施 の

も の ） に つ い て は 、 順 次 耐 震 調 査 及 び 耐 震 補 強 工 事 又 は 更 新 を 進 め る と

と も に 、 上 水 道 事 業 と 簡 易 水 道 事 業 の 事 業 統 合 に よ る 施 設 の 再 構 築 を 前

提 に 耐 震 化 を 進 め る こ と と し ま す 。  

 

(３ ) 基 幹 管 路 及 び 基 幹 管 路 以 外 の 耐 震 化  

基 幹 管 路 （ 導 水 管 や 送 水 管 及 び 口 径 ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 の 配 水 管 ） に つ い

て は 、 地 盤 条 件 や 老 朽 度 等 に よ り 、 そ れ ぞ れ の 管 路 の 有 す る 耐 震 性 を 評

価 し た う え で 、 優 先 的 に 耐 震 化 を 図 る こ と を 実 施 し ま す 。  

基 幹 管 路 以 外 の す べ て の 管 路 を 耐 震 化 す る に は 、 時 間 と 莫 大 な 費 用 が

必 要 で 事 業 経 営 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と に な る た め 、 老 朽 度 や 優 先 度

等 を 総 合 的 に 勘 案 し 、 実 施 す る こ と と し ま す 。  
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２ 配水区域の適正化 

(１ ) 配 水 区 域 の 適 正 化  

水 道 施 設 は 、 合 併 前 の 施 設 を そ の ま ま 引 き 継 い で お り 、 今 後 、 配 水 区

域 の 見 直 し に よ る 配 水 管 の 管 網 や 口 径 の 見 直 し を し 、 安 定 給 水 や 低 水 圧

の 解 消 に 取 り 組 む こ と と し ま す 。  

特 に 、 蒲 生 地 区 に つ い て は 、 加 圧 給 水 区 域 や 低 水 圧 区 域 の 加 圧 な ど を

解 消 す る 必 要 が あ る た め 、 給 水 区 域 を 分 化 す る な ど 配 水 区 域 の 適 正 化 に

つ い て 検 討 を す る こ と と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ バックアップ水源と連絡管の整備 

(１ ) バ ッ ク ア ッ プ 水 源 と 連 絡 管 の 整 備 及 び 八 日 市 浄 水 場の バ ッ ク
ア ッ プ  

大 規 模 な 災 害 や 事 故 の 際 に 断 水 等 の 影 響 を 最 小 限 に す る た め 、 バ ッ ク

ア ッ プ の 方 策 (水 源 と 連 絡 管 )を 検 討 す る こ と と し ま す 。 ま た 、 自 己 水 源

で あ る 八 日 市 浄 水 場 の バ ッ ク ア ッ プ と し て 、 愛 知 郡 水 道 事 務 所 の 中 戸 浄

水 場 と の 相 互 連 絡 管 の 設 置 に つ い て も 検 討 す る こ と と し ま す 。  
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(２ ) 各 配 水 区 域 の 連 絡 管 の 増 設  

合 併 前 か ら 各 配 水 区 域 を 緊 急 連 絡 管 で 接 続 を 行 っ て き ま し た が 、 バ ッ

ク ア ッ プ 機 能 を さ ら に 拡 充 す る た め の 連 絡 管 に つ い て 検 討 す る こ と と し

ま す 。  

 

 

４ 危機管理 

(１ ) 事 業 継 続 計 画 （ BCP） の 策 定  

災 害 発 生 や 事 故 の 発 生 等 に よ り 被 害 を 受 け た 場 合 に お い て も 、 中 核 と

な る 事 業 の 継 続 や 早 期 復 旧 を 可 能 と す る た め に 、 平 常 時 に 行 う べ き 活 動

や 継 続 の た め の 方 法 、 手 段 等 を 決 定 し 、 事 業 継 続 計 画 と し ま す 。  

上 水 道 事 業 の Ｂ Ｃ Ｐ は 、 非 常 時 対 応 計 画 、 事 前 対 策 計 画 及 び 訓 練 ・ 維

持 改 善 計 画 か ら な り ま す 。  

 

ア  非 常 時 対 応 計 画  

(ｱ) 応急 給水 業 務  

災 害 発 生 時 か ら の ３ 日 間 は 、 生 命 維 持 の た め に １ 人 １ 日 当 た り ３

リ ッ ト ル の 水 が 必 要 と な り ま す 。 そ の た め 、 災 害 拠 点 病 院 や 救 急 病

院 な ど の 医 療 施 設 、 応 急 給 水 施 設 及 び 入 所 型 福 祉 施 設 な ど へ の 応 急

給 水 を 優 先 的 に 実 施 し ま す 。 ま た 、 水 道 利 用 者 の 方 々 に も ３ 日 分 の

飲 料 水 の 備 蓄 に つ い て 啓 発 を 行 い ま す 。  

 

(ｲ) 応急 復旧 業 務  

基 幹 施 設 に つ い て は 、 災 害 発 生 後 も 正 常 な 運 転 を 行 う 必 要 が あ る

た め 、 被 害 調 査 を 実 施 し て 早 期 の 機 能 回 復 に 努 め ま す 。 ま た 、 配 水

管 路 に つ い て は 、 重 要 路 線 を 中 心 と し て 、 被 害 調 査 及 び 復 旧 を 優 先

し 、 １ か 月 以 内 を 目 標 に 配 水 管 の 断 水 解 消 を 目 指 し ま す 。  

 

イ  事 前 対 策 計 画  

(ｱ) 施設 の整 備  

災 害 に 備 え た 水 道 施 設 の 耐 震 化 及 び 円 滑 な 応 急 給 水 に 対 応 で き

る よ う に 、 各 種 図 面 等 の 整 備 を 図 り ま す 。  
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(ｲ) 資機 材の 整 備  

応 急 給 水 や 応 急 復 旧 に 必 要 な 資 機 材 な ど に つ い て の 確 保 及 び 情

報 の 収 集 並 び に 伝 達 手 段 の 整 備 を 図 り ま す 。  

 

(ｳ) 応急 協力 体 制 の 整備  

円 滑 な 応 急 給 水 及 び 応 急 復 旧 を め ざ し 、 市 民 及 び 応 援 協 定 締 結 先

と の 協 力 体 制 と 受 入 体 制 の 整 備 を 図 り ま す 。 現 在 、 い な べ 市 と 「 東

近 江 市・い な べ 市 水 道 災 害 相 互 応 援 に 関 す る 協 定 」を 結 ん で い ま す 。 

 

ウ  訓 練 及 び 維 持 管 理 改 善 計 画  

災 害 発 生 後 に お け る 対 応 手 段 の 確 実 な 実 行 と Ｂ Ｃ Ｐ の 定 着 を 図 る た

め 、 業 務 継 続 マ ニ ュ ア ル に 基 づ い た 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 し ま す 。 訓 練

に よ り 得 ら れ た 課 題 は 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ り 維 持 改 善 計 画 に 組 み

込 み 、 Ｂ Ｃ Ｐ の 見 直 し に 反 映 し ま す 。  

 

(２ ) 侵 入 者 及 び テ ロ 対 策  

現 在 、 上 水 道 事 業 の 主 要 な 施 設 （ 浄 水 場 、 配 水 池 ） に は 遠 隔 監 視 カ メ

ラ や 侵 入 者 通 報 装 置 を 設 置 し て い ま す 。 今 後 は 、 簡 易 水 道 事 業 の 主 要 な

施 設 に つ い て も こ れ ら の 設 置 を 検 討 す る こ と と し ま す 。  
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持続（健全かつ安定的な事業運営が可能な水道） 

に関する具体的施策 

 

 

５ アセットマネジメントによる水道施設の計画的かつ 

合理的な更新計画の策定 

(１ ) 八 日 市 浄 水 場 取 水 井 戸 の 更 新 と 更 生  

老 朽 化 に よ り 取 水 量 が 低 下 し て い る た め 、 各 井 戸 の 状 態 に 合 わ せ 新 規

井 戸 の 設 置 や 井 戸 の 更 生 工 事 を 実 施 し 、 取 水 量 の 回 復 と 維 持 を 図 る こ と

と し ま す 。  

 

(２ ) 浄 水 場 及 び 配 水 池 の 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理  

耐 震 性 を 有 す る 八 日 市 浄 水 場 ポ ン プ 棟 や 各 配 水 池 に つ い て は 、 老 朽 化

施 設 と な る ま で に は 一 定 の 期 間 を 有 す る た め 、 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 る た

め の 適 切 な 維 持 管 理 を 実 施 す る こ と と し ま す 。  

 

(３ ) 老 朽 化 管 路 の 更 新 計 画 の 策 定  

基 幹 管 路 の 耐 震 化 を 主 眼 と し た 更 新 を 優 先 し て 実 施 す る こ と と し ま す

が 、 管 路 の 機 能 診 断 も 実 施 し 、 経 営 計 画 も 考 慮 し た う え で 、 管 路 施 設 全

般 の 更 新 計 画 を 策 定 す る こ と と し ま す 。  

な お 、 漏 水 が 多 発 す る な ど 老 朽 化 が 顕 著 な 路 線 に つ い て は 、 計 画 策 定

を 待 た ず に 更 新 を 実 施 す る こ と と し ま す 。  

 

 

６ 上水道事業と簡易水道事業の施設統合 

八 日 市 高 区 配 水 区 域 と 中 西 部 配 水 区 域 と 相 谷 配 水 区 域 の そ れ ぞ れ の 浄 水 場

や 配 水 池 を 統 合 し 、 一 体 的 な 運 用 を 図 る こ と が 合 理 的 で あ る た め 、 費 用 対 効

果 を 勘 案 し な が ら 検 討 を 進 め る こ と と し ま す 。  

 

 

７ 職員の技術力確保 

(１ ) 専 門 家 の 育 成  

職 員 の 技 術 力 を さ ら に レ ベ ル ア ッ プ す る た め に 、専 門 的 な 業 務（ 土 木 、

水 質 、 電 気 等 ） に 特 化 し た 人 材 を 育 成 し ま す 。  
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(２ ) 技 術 継 承 に 応 じ た 人 員 配 置  

技 術 系 職 員 を 含 む 「 退 職 者 不 補 充 が 原 則 」 の 実 態 の 中 、 豊 富 な 経 験 や

現 場 作 業 の ノ ウ ハ ウ を 有 す る 職 員 が 技 術 や 技 能 を 継 承 す る た め に 、 現 状

の 職 員 体 制 を 確 保 し ま す 。  

 

(３ ) 外 部 研 修 の 参 加  

外 部 研 修 に 積 極 的 に 参 加 す る と と も に 、 資 格 取 得 に つ い て も 積 極 的 に

奨 励 し ま す 。  

 

(４ ) OJT に よ る 育 成  

豊 富 な 経 験 を 持 つ 職 員 か ら 日 常 業 務（ OJT）を 通 じ て 、技 術 の 継 承 を

図 る こ と し ま す 。  

 

(５ ) 業 務 の マ ニ ュ ア ル 化  

一 律 の レ ベ ル を 確 保 す る と 共 に 、 今 後 予 想 さ れ る 官 か ら 民 へ の 引 き 継

ぐ べ き 技 術 を 業 務 の マ ニ ュ ア ル 化 に よ り 提 示 し ま す 。  

 

 

８ 経営の健全化 

(１ ) 経 費 節 減 に 向 け た 民 間 委 託 の 活 用  

業 務 の 円 滑 な 遂 行 に よ る サ ー ビ ス の 向 上 と 人 件 費 の 節 減 を 図 る た め 、

現 在 、 民 間 事 業 者 に 委 託 し て い る 検 針 業 務 と 料 金 徴 収 業 務 に 併 せ て 窓 口

業 務 に つ い て も 包 括 委 託 す る こ と を 検 討 す る こ と と し ま す 。  

 

(２ ) 施 設 更 新 の 財 源 確 保  

料 金 収 入 は 水 道 事 業 に お け る 財 源 の 柱 で あ り 、 料 金 の 滞 納 は お 客 様 間

の 公 平 性 の 観 点 か ら も 放 置 で き ま せ ん 。 現 在 、 未 納 分 の 料 金 徴 収 業 務 は

民 間 業 者 に 委 託 し て お り 、 夜 間 や 休 日 に も 納 付 相 談 と 徴 収 業 務 を 実 施 し

て い ま す ｡今 後 も ､委 託 業 者 と の さ ら な る 連 携 の も と 、 収 納 率 の 向 上 に 努

め る こ と と し ま す 。  

ま た 、 国 庫 補 助 事 業 の 活 用 や 市 の 一 般 会 計 か ら の 繰 入 金 の 増 額 に つ い

て も 検 討 を 進 め る こ と と し ま す 。  
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９ 事務の効率化 

(１ ) ２ か 月 検 針 へ の 移 行  

現 在 、 使 用 水 量 の メ ー タ ー 検 針 を 毎 月 実 施 し て い ま す が 、 ２ か 月 ご と

の 検 針 （ 料 金 は １ か 月 ご と に 徴 収 ） に 変 更 す る こ と で 経 費 節 減 や 事 務 の

効 率 化 が 図 れ る た め 、 移 行 の 検 討 を 進 め て い き ま す 。  

 

 

１０ 求められているサービスの把握とその対応 

(１ ) 水 道 事 業 の 情 報 の 的 確 な 提 供 と お 客 様 ニ ー ズ の 把 握  

水 道 事 業 を 市 民 （ 利 用 者 ） に 理 解 し て い た だ き 、 身 近 な 存 在 と な る た

め に 市 の 広 報 紙 、 ホ ー ム ペ ー ジ 及 び ケ ー ブ ル テ レ ビ 等 を 通 じ て 、 施 設 更

新 の 状 況 、経 営 状 況 及 び 漏 水 調 査 の 状 況 等 を 的 確 に お 伝 え す る と と も に 、

ア ン ケ ー ト 等 を 通 じ て お 客 様 の ニ ー ズ を 把 握 し て サ ー ビ ス の 向 上 を 図 っ

て い き ま す 。  

 

 

１１ 水資源の有効活用 

(１ ) 漏 水 防 止  

定 期 的 な 漏 水 調 査 を 実 施 す る こ と に よ り 、 漏 水 率 を で き る 限 り 低 く す

る こ と と し ま す 。  

 

(２ )省 エ ネ 機 器 へ の 更 新  

今 後 、 水 道 施 設 機 器 を 更 新 す る 場 合 は 、 省 エ ネ ル ギ ー 対 応 型 の 環 境 に

優 し い 機 器 を 導 入 し て い く こ と を 検 討 し ま す 。  
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安全（いつでもどこでも、水をおいしく飲める水道） 

に関する具体的施策 
 

 

１２ 水道水質の改善 

(１ ) 配 水 管 網 及 び 配 水 管 口 径 の 適 正 化  

配 水 管 の 末 端 で 滞 留 時 間 が 長 く な る こ と に よ り 残 留 塩 素 濃 度 が 低 下 す

る た め 、 配 水 管 網 を 見 直 し 、 末 端 個 所 の ル ー プ 化 や 配 水 量 に 合 っ た 管 口

径 の 適 正 化 を 管 路 の 更 新 等 に 合 わ せ 実 施 す る こ と と し ま す 。  

 

(２ ) 配 水 区 域 の 再 編 成 の 検 討  

配 水 区 域 を 再 編 成 し 、 適 正 な も の と な る よ う 検 討 す る こ と と し ま す 。  
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１３ 給水装置での改善 

(１ ) 貯 水 槽 水 道 へ の 啓 発 と 指 導  

貯 水 槽 水 道 で の 水 質 悪 化 が 起 こ ら な い よ う に 、 貯 水 槽 水 道 設 置 者 に 適

切 な 管 理 の 啓 発 と 指 導 に 努 め る こ と と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２ ) 直 結 給 水 の 整 備  

貯 水 槽 水 道 を 解 消 す る た め に ３ 階 建 て 以 上 の 建 物 に は 、 直 圧 給 水 や 増

圧 直 結 給 水 が 可 能 で あ る か を 配 水 区 域 ご と の 基 本 調 査 の 実 施 を 検 討 す る

こ と と し ま す 。  
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１４ 水道水源の保全 

(１ ) 水 道 水 源 の 水 質 監 視  

八 日 市 地 区 の 主 要 な 水 源 で あ る 地 下 水 に つ い て は 、「 東 近 江 市 水 道 水 源

保 護 に 関 す る 条 例 」 に よ り 水 質 監 視 を 実 施 し て き ま し た が 、 将 来 に わ た

り 監 視 を 継 続 す る こ と と し 、水 源 水 質 の 状 況 を 的 確 に 把 握 し て い き ま す 。 

簡 易 水 道 事 業 の 水 源 と な っ て い る 地 下 水 に つ い て も 監 視 を 継 続 し て い

く こ と と し ま す 。 ま た 、 表 流 水 （ 渓 流 水 ） に つ い て は 、 水 源 と な っ て い

る 山 林 の 状 況 を 適 切 に 把 握 し 、 水 質 監 視 を 実 施 し て い く こ と と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２ ) 東 近 江 市 水 道 水 源 保 護 条 例 の 適 切 な 運 用  

八 日 市 浄 水 場 は 、水 道 水 源 保 護 区 域 の 水 質 等 の 監 視 を 継 続 し て 実 施 し 、

水 源 保 護 条 例 の 適 切 な 運 用 を 図 る こ と と し ま す 。 ま た 、 本 市 の ホ ー ム ペ

ー ジ や 広 報 等 に よ り 市 民 へ の 啓 発 を 実 施 す る こ と と し ま す 。  
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(３ ) 表 流 水 （ 渓 流 水 ） の 保 全 の 検 討  

簡 易 水 道 事 業 に お け る 表 流 水 （ 渓 流 水 ） の 保 全 に つ い て 、 適 切 な 方 策

を 検 討 す る こ と と し ま す 。  
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＜あ行＞ 

浅井戸 【あさ い ど】 

不 圧 地 下 水（ 自 由 面 地 下 水 ）を 取 水 す る 井 戸 。一 般 的 に 深 度 は １ ０ ～ ３ ０

m 以 内 の 比 較 的 浅 い 地 下 水 を 汲 み 上 げ る こ と か ら 、 浅 井 戸 と 呼 ば れ て い ま

す 。降 水 量 の 多 少 に よ っ て 地 下 水 面 は 変 動 し 、水 質 は 地 上 の 条 件 に 影 響 さ れ

や す い 。  

 

アセットマネジメント 【あせ っ とま ね じめ ん と】 

水 道 に お け る ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト（ 資 産 管 理 ）と は 、中 長 期 的 な 視 点 で

水 道 施 設 の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 に わ た っ て 効 率 的 か つ 効 果 的 に 水 道 施 設 を

管 理 運 営 す る た め 、水 道 事 業 の 特 性（ 代 替 性 が 小 さ い 、受 益 者 負 担 が 原 則 な

ど ）を 踏 ま え つ つ 、技 術 的 な 知 見 に 基 づ き 資 産 の 状 態・健 全 度 を 適 切 に 診 断・

評 価 し 、中 長 期 の 更 新 需 要 見 通 し を 検 討 し 、財 政 収 支 見 通 し を 踏 ま え た 更 新

財 源 の 確 保 方 策 を 講 じ る な ど の 実 践 活 動 。  

 

ＲＣ配水池 【あーる し ーは い すい ち】 

現 場 打 ち の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 築 造 さ れ た 配 水 池 。  

 

異臭味 【いし ゅ うみ 】 

水 道 水 の 味 や 臭 い の 異 常 の こ と 。カ ビ 臭 が 多 く 他 に 藻 臭 、腐 敗 臭 及 び カ ナ

ケ な ど が あ り ま す 。こ れ ら 異 臭 味 の 多 く は 水 道 水 源 で あ る ダ ム 、湖 沼 及 び 貯

水 池 な ど の 富 栄 養 化 に よ る 藻 類 や 放 線 菌 の 発 生 及 び 増 殖 に よ る も の で す 。  

 

１日最大給水量 【い ち にち さ いだ いき ゅ うす い りょ う】 

年 間 の １ 日 配 水 量 の う ち 最 大 の 配 水 量 の こ と 。  

 

１日平均給水量 【い ち にち へ いき んき ゅ うす い りょ う】 

年 間 総 給 水 量 を 年 日 数 で 除 し た も の を １ 日 平 均 給 水 量 と い う 。  
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エアレーション 【え あ れー し ょん 】  

エ ア レ ー シ ョ ン（ 曝 気 ）と は 、空 気 と 水 を 活 発 に 接 触 さ せ る 操 作 で 、水 中

に 含 ま れ る ガ ス 状 物 質 を 放 出 さ せ た り 、空 気 中 の 酸 素 を 取 り 入 れ て 水 中 に 含

ま れ た 物 質 の 酸 化 を 行 う 設 備 で す 。本 市 の 場 合 、地 下 水 に 含 ま れ る 遊 離 炭 酸

を 除 去 す る た め に エ ア レ ー シ ョ ン 設 備 を 設 け て い ま す 。  

 

塩素臭 【えん そ しゅ う 】 

水 道 水 に は 、 塩 素 が 含 ま れ て お り 、 そ の 臭 い の こ と 。 

 

＜か行＞ 

加圧施設 【かあ つし せ つ】  

配 水 区 域 の 標 高 が 高 く 、自 然 流 下 式 で は 水 圧 が 不 足 す る 場 合 に ポ ン プ を 設

置 し 増 圧 を す る 施 設 。  

 

加圧ポンプ 【かあつ ぽ んぷ 】 

配 水 管 又 は 給 水 管 の 水 圧 が 不 足 す る 場 合 に 増 圧 を 目 的 と し て 設 置 す る ポ

ン プ 。  

 

簡易水道事業 【かん い すい ど うじ ぎょ う 】 

給 水 人 口 が １ ０ １ 人 以 上 ５ ,０ ０ ０ 人 以 下 で あ る 水 道 事 業 の こ と 。 水 道 法

上 で は 、 給 水 人 口 が ５ ,０ ０ １ 人 以 上 の 水 道 事 業 と 概 ね 同 じ 取 扱 い で す が 、

小 規 模 な 簡 易 水 道 事 業 に つ い て は 、消 火 栓 設 置 義 務 が 免 除 さ れ る な ど の 若 干

の 特 例 が 設 け ら れ て い ま す 。ま た 、上 水 道 事 業 に つ い て は 地 方 公 営 企 業 法 が

適 用 さ れ ま す が 、地 方 自 治 体 が 経 営 す る 簡 易 水 道 事 業 に つ い て の 地 方 公 営 企

業 法 の 適 用 に つ い て は 、地 方 自 治 体 の 条 例 で 適 用 す る か ど う か が 決 め ら れ ま

す 。  

 

官公庁会計方式 【か ん こう ち ょう かい け いほ う しき 】 

会 計 法 や 地 方 自 治 法 に 基 づ き 実 施 さ れ る 会 計 で 、公 営 企 業 会 計 を 除 き 、一

般 会 計 及 び 特 別 会 計 は 、 単 年 度 会 計 の 単 式 簿 記 で 処 理 さ れ ま す 。  
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管網 【かんも う 】  

水 道 の シ ス テ ム を 全 体 と し て 見 た 場 合 に 、つ な が り が 網 目 状 に な っ て い る

水 道 管 路 の あ つ ま り の こ と 。 管 路 網 と も い う 。  

 

基幹管路 【きか んか ん ろ】 

水 道 を 運 用 す る 上 で 重 要 度 が 高 く 、替 り の き か な い 管 路 の こ と 。導 水 管 や

送 水 管 及 び 大 口 径 の 配 水 管 （ 給 水 分 岐 の な い も の ） が こ れ に あ た り ま す 。  

 

基幹施設 【きか んし せ つ】  

水 道 を 運 用 す る 上 で 重 要 度 が 高 く 、替 り の き か な い 施 設 の こ と 。浄 水 場 や

配 水 池 及 び ポ ン プ 場 等 が こ れ に あ た り ま す 。  

 

企業会計方式 【ぎょ う かい け いほ うし き 】  

官 公 庁 会 計 と 異 な り 、発 生 主 義 に 基 づ く 会 計 処 理 で 複 式 簿 記 等 に よ り 処 理

さ れ 、会 計 情 報 の 報 告 書 と し て 貸 借 対 照 表 や 損 益 計 算 書 等 の 財 務 諸 表 が 作 成

さ れ ま す 。 地 方 公 共 団 体 で は 公 営 企 業 の 会 計 処 理 に 用 い ら れ ま す 。  

 

企業債 【きぎ ょ うさ い 】 

地 方 公 共 団 体 が 歳 入 の 不 足 を 補 う た め に 金 銭 を 借 り 入 れ る こ と に よ っ て

負 う 債 務 で あ る 地 方 債 の 一 つ で 、上 下 水 道 事 業 や 公 立 病 院 事 業 な ど 地 方 公 営

企 業 の 事 業 資 金 を 調 達 す る た め に 地 方 公 共 団 体 が 発 行 す る 債 券 。  

 

給水装置 【きゅ うす い そう ち 】  

配 水 管（ 道 路 の 下 を 通 る 水 道 管 ）か ら 分 岐 し て 宅 地 内 に 引 き 込 ま れ た 給 水

管 や こ れ に 直 接 取 り 付 け ら れ て い る 給 水 器 具 な ど の 総 称 。  

 

緊急遮断弁 【きんき ゅ うし ゃ だん べん 】 

配 水 池 な ど の 機 能 の ひ と つ に 、非 常 時 の た め の 水 の 貯 留 が あ り ま す 。地 震

等 で 太 い 水 道 管 が 破 損 し た 時 に 配 水 池 の 中 の 水 が 一 気 に 流 出 し て し ま わ な

い よ う に 、異 常 流 量 や 地 震 動 を 検 知 し 、自 動 的 に 閉 鎖 す る 特 殊 な バ ル ブ の こ

と 。  
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緊急連絡管 【きんき ゅ うれ ん らく かん 】 

災 害 な ど の 緊 急 時 に 他 の 水 道 事 業 体 や 同 一 の 事 業 体 内 の 配 水 区 域 の 間 で

相 互 に 水 道 水 を 融 通 す る た め の 水 道 管 。  

 

クリプトスポリジウム 【くり ぷ とす ぽ りじ う む】 

ウ シ や ヒ ト の 腸 に 感 染 す る 人 畜 共 通 の 寄 生 虫 で す 。環 境 水 中 で は 、卵 形 の

オ ー シ ス ト （ ４ ～ ６ μ m※ １ ） で 検 出 さ れ ま す 。 オ ー シ ス ト ※ ２ は 塩 素 消 毒 に

は 抵 抗 性 が あ り ま す が 、 熱 に は 弱 く 煮 沸 す る と 死 滅 し ま す 。  

感 染 す る と 激 し い 下 痢 を 起 こ し ま す が 、 免 疫 機 能  

が 正 常 な 人 で は 、 数 日 間 で 自 然 に 治 り ま す 。 市 で  

は 、 浄 水 管 理 を 強 化 し 対 策 に 努 め て お り 、 こ れ ま  

で 定 期 的 な 原 水 と 浄 水 の 検 査 に お い て 検 出 さ れ た  

こ と は あ り ま せ ん 。  

※１ μｍ（まいくろめーとる）：１マイクロメートルは 

１／１,０００,０００メートル（１０-６メートル）に等しい。 

※２ オーシスト：原虫の生活環におけるステージ（発育過程）の一つ。 

 

 

計画１日最大給水量 【け いか く い ちに ち さい だ いき ゅうす いり ょ

う】  

水 道 施 設 の 規 模 決 定 す る 際 の 基 礎 と な る 水 量 で す 。計 画 １ 人 １ 日 最 大 給 水

量 に 計 画 給 水 人 口 を 乗 じ て 定 め ま す 。  

 

計画給水人口 【けい か くき ゅ うす いじ ん こう 】  

給 水 区 域 内 に 居 住 し 、水 道 に よ り 給 水 を 受 け て い る 人 口 を 給 水 人 口 と い い

ま す 。 計 画 給 水 人 口 と は 水 道 事 業 計 画 に お い て 定 め る 給 水 人 口 の こ と 。  

な お 、 給 水 区 域 外 か ら の 通 勤 者 や 観 光 客 は 給 水 人 口 に は 含 ま れ ま せ ん 。  

 

計装（設備） 【けい そ う（ せ つび ）】  

生 産 工 程 等 を 制 御 す る た め に 、測 定 装 置 や 制 御 装 置 な ど を 装 備 し 、測 定 す

る こ と な ど を 計 装 と い い 、こ の た め に 使 用 す る 装 置 類 を 計 装 設 備 と い い ま す 。 

※ Wikipedia か ら 引 用  
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渓流水 【けい り ゅう す い】  

表 流 水 の う ち 、 谷 川 を 流 れ る 水 の こ と 。  

 

減価償却費 【げんか し ょう き ゃく ひ】 

企 業 会 計 に お い て 費 用 を 計 上 す る 際 に 、使 用 や 時 間 の 経 過 に お い て 、経 済

的 な 価 値（ 将 来 収 益 を 生 み 出 す こ と の で き る 力 ）が 減 少 し て い く よ う な 機 械

や 建 物 の 有 形 固 定 資 産 に つ い て 、そ れ を 使 用 す る 期 間（ 耐 用 年 数 ）に わ た っ

て 徐 々 に 費 用 と し て い く こ と を 減 価 償 却 と い い 、そ の 金 額 を 減 価 償 却 費 と い

い ま す 。  

 

県水 【けんす い 】  

水 道 事 業 者（ 市 町 ）に 対 し て そ の 用 水 を 供 給 す る 事 業 を 水 道 用 水 供 給 事 業

と い い ま す （ 水 の 卸 売 業 ）。 本 市 で は 滋 賀 県 東 南 部 用 水 供 給 事 業 か ら 水 道 水

を 購 入 し て お り 、 そ の 水 を 「 県 水 」 と 呼 ん で い ま す 。  

 

原水 【げんす い 】 

水 道 水 の 原 材 料 に な る 水 で 、河 川 や 琵 琶 湖 、あ る い は 地 下 水 か ら 取 水 し ま

す 。  

 

公営企業 【こう えい き ぎょ う 】 

都 道 府 県 や 市 町 村 が 、住 民 の 福 祉 の 向 上 を 目 的 と し て 経 営 し て い る 企 業 を

公 営 企 業 と い い ま す 。公 営 企 業 は 税 を 使 っ て 仕 事 を し て い る の で は な く 、水

道 な ど の 料 金 収 入 に よ っ て 仕 事 を し て い ま す 。水 道 事 業 は 地 方 公 営 企 業 法 の

適 用 を 受 け る 事 業 で 、一 般 会 計 と は 切 り 離 さ れ た 特 別 な 会 計 で の 独 立 採 算 制

を と っ て い ま す 。  

 

硬質塩化ビニル管 【こう し つえ ん かび に るか ん 】 

塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 を 主 原 料 と し た 配 管 材 料 で す 。 赤 さ び な ど が 出 な い の で 、

水 道 管 を は じ め 下 水 道 管 、電 線 管 及 び 土 木 用 な ど 極 め て 広 範 囲 に 使 用 さ れ て

い ま す 。  
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更生工事 【こう せい こ うじ 】  

老 朽 化 の た め 機 能 低 下 し た 施 設 の 機 能 回 復 を 目 的 と し て 行 う 改 築 や 修 繕

工 事 。  

 

＜さ行＞ 

残留塩素 【ざん りゅ う えん そ 】 

水 中 に 含 ま れ る 遊 離 塩 素（ 主 と し て 次 亜 塩 素 酸 ）と 結 合 残 留 塩 素 を い い ま

す 。  

水 道 法 で は 、飲 料 水 の 安 全 を 確 保 す る た め 水 道 水 の 消 毒 を 義 務 付 け て お り 、

消 毒 に は 塩 素 や オ ゾ ン 等 が 用 い ら れ ま す 。給 水 栓（ 蛇 口 ）で 保 持 す る べ き 残

留 塩 素 濃 度 を 規 定 し 、消 毒 は 塩 素 に よ る も の と し て い ま す 。水 道 法 で 定 め ら

れ て い る ０ ．１ ｍ ｇ ／ Ｌ 以 上 、水 質 管 理 目 標 設 定 項 目 の 目 標 値 で あ る １ ｍ ｇ

／ Ｌ 以 下 を 蛇 口 に お い て 常 に 確 保 で き る よ う に 管 理 し て い ま す 。  

 

滋賀東南部用水 【し が けん と うな んぶ よ うす い 】 

滋 賀 県 企 業 庁 が 経 営 す る 水 道 用 水 供 給 事 業 で 、東 近 江 市 を 含 む ８ 市（ 近 江

八 幡 市 、草 津 市 、守 山 市 、栗 東 市 、甲 賀 市 、野 洲 市 、湖 南 市 、東 近 江 市 ）２

町 （ 日 野 町 、 竜 王 町 ） に 水 道 用 水 の 供 給 を 行 っ て い ま す 。  

 

資産 【しさん 】  

一 般 に 、特 定 の 実 体 に よ っ て 所 有 さ れ て い て 、そ の 実 体 に と っ て 有 用 性 を

有 す る 物 財 及 び 権 利 で 貨 幣 価 値 の あ る も の を い う 。  

 

施設余裕度 【しせつ よ ゆう ど 】  

水 道 施 設 に お け る 計 画 １ 日 最 大 給 水 量 に 対 し て の 余 裕 を い う 。  

 

資本 【しほん 】 

株 主 か ら の 出 資 金 と 企 業 の 利 益 の 蓄 積 を 指 す 。  
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資本的収支 【しほん て きし ゅ うし 】 

施 設 の 整 備 や 企 業 債 の 償 還 元 金 等 の 支 出 、こ れ に 要 す る 資 金 と し て の 企 業

債 収 入 等 も 資 本 的 収 支 に 含 ま れ ま す 。  

 

収益的収支 【しゅう え きて き しゅ うし 】 

地 方 公 営 企 業 の 経 常 的 企 業 活 動 に 伴 い 、年 度 内 に 発 生 す る と 見 込 ま れ る す

べ て の 収 益 と そ れ に 対 応 す る 全 て の 費 用 を い う も の 。従 っ て 、減 価 償 却 費 の

よ う に 現 金 支 出 を 伴 わ な い 支 出 に つ い て も 費 用 に 含 ま れ ま す 。  

 

取水 【しゅす い 】 

河 川 、 井 戸 、 湖 沼 な ど か ら 水 を 取 り 入 れ る こ と 。  

 

取水井戸 【しゅ すい い ど】 

水 を 汲 み 上 げ る 井 戸 の こ と 。  

 

上向性ろ過 【じょう こ うせ い ろか 】  

上 向 流 で 水 を 送 水 し 、粒 径 の 大 き い ろ 過 材 か ら 順 に 細 か い ろ 過 材 を 通 過 す

る こ と に よ り 、 ろ 層 全 体 を 用 い て . 濁 質 の 除 去 を 行 う 方 式 。  

 

浄水 【じょう す い】 

ろ 過 し た り 消 毒 し た 清 浄 な 水 。  

 

浄水場 【じょ う すい じ ょう 】  

水 源 か ら 取 り 入 れ た 水 を 浄 化 し て 、飲 用 に 適 す る 安 全 な 水 質 に 処 理 す る 施

設 。 沈 殿 池 、 ろ 過 池 や 浄 水 池 な ど か ら な る 。  

 

浄水池 【じょ う すい ち 】  

水 道 設 備 で 、 ろ 過 池 で き れ い に し た 水 を 貯 え て お く 池 。  
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浸食性遊離炭酸 【し ん しょ く せい ゆう り たん さ ん】 

水 中 に 溶 け て い る 浸 食 性 の 炭 酸 ガ ス 。 浸 食 性 遊 離 炭 酸 を 多 く 含 む 水 は 、 水

道 施 設 に 対 し 腐 食 等 の 悪 影 響 を 与 え 、 水 質 障 害 の 原 因 と も な っ て い る 。  

 

増圧直結給水 【ぞう あ つち ょ っけ つき ゅ うす い 】  

給 水 管 に 増 圧 ポ ン プ を 設 置 し 、水 圧 の 不 足 分 を 増 圧 し て 、中 高 層 階 ま で 直

結 給 水 す る 方 式 の こ と 。  

 

送水管 【そう す いか ん 】  

浄 水 場 か ら 配 水 池 ま で 水 を 送 る 管 路 の こ と 。  

 

装置産業 【そう ちさ ん ぎょ う 】 

一 定 以 上 の 生 産 や サ ー ビ ス の 提 供 の た め に 巨 大 な 装 置（ シ ス テ ム ）を 要 す

る と 考 え ら れ る 産 業 、あ る い は 十 分 な 装 置 や 設 備 を 整 え れ ば 、そ れ だ け で 一

定 の 成 果 や 収 益 が 期 待 で き る と 見 ら れ る 産 業 の こ と 。  

 

＜た行＞ 

耐震性 【たい し んせ い 】 

建 築 構 造 物 や 土 木 構 造 物 が 地 震 に 対 し て 、破 壊 や 損 傷 し な い よ う に す る こ

と 。  

 

耐震診断 【たい しん し んだ ん 】  

既 存 施 設 の 耐 震 性 の 判 定 を 行 う こ と 。 

 

濁度 【だくど 】  

水 の 濁 り の 程 度 の こ と 。 水 道 水 で は ２ 度 以 下 と 定 め ら れ て い る 。  

 

脱炭酸塔 【だつ たん さ んと う 】 

水 道 管 等 に 悪 影 響 を 与 え る 侵 食 性 遊 離 炭 酸 の 除 去 を 行 う 施 設 。  
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地方公営企業法 【ち ほ うこ う えい きぎ ょ うほ う 】  

地 方 公 共 団 体 の 経 営 す る 企 業 の 組 織 、財 務 及 び こ れ に 従 事 す る 職 員 の 身 分

取 扱 い 、そ の 他 企 業 の 経 営 の 根 本 基 準 並 び に 企 業 の 経 営 に 関 す る 事 務 を 処 理

す る 地 方 自 治 法 の 規 定 に よ る 一 部 事 務 組 合 及 び 広 域 連 合 に 関 す る 特 例 を 定

め 、 地 方 自 治 の 発 展 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 法 律 の こ と 。  

 

着水井 【ちゃ く すい せ い】 

原 水 の 圧 力 変 化 を 抑 え 、水 位 を 一 定 に し 、後 続 の 浄 水 処 理 が 正 確 に か つ 容

易 に 行 え る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 施 設 。  

 

直圧給水 【ちょ くあ つ きゅ う すい 】  

配 水 管 の 水 圧 で ３ 階 ま で 直 圧 給 水 す る 方 式 。  

 

貯水槽水道 【ちょす い そう す いど う】  

ビ ル や マ ン シ ョ ン 等 の 建 物 で 、供 給 さ れ る 水 を 一 旦 受 水 槽 に 受 け た 後 に 利

用 者 に 給 水 す る 施 設 の こ と 。  

 

導水管 【どう す いか ん 】 

水 道 施 設 の う ち 、 取 水 施 設 を 経 た 水 を 浄 水 場 ま で 導 く 管 路 。  

 

独立採算の原則 【ど く りつ さ いさ んの げ んそ く 】 

組 織 に 属 す る あ る ま と ま っ た 組 織 体 に お け る 収 入 と 支 出 を 、他 の 組 織 体 と

切 り 離 し て 管 理 し 、収 支 均 衡 の 維 持 や 収 益 の 確 保 を 図 る 経 営 管 理 制 度 の こ と 。 

 

＜な行＞ 

内部留保資金 【ない ぶ りゅ う ほし きん 】 

経 済 活 動 を 通 し て 獲 得 し た 利 益 の う ち 、内 部 に 保 留 さ れ 蓄 積 さ れ た 資 金 の

こ と 。  

 



- 93 - 

南海トラフ地震 【な ん かい と らふ じし ん 】  

日 本 列 島 の 太 平 洋 沖 、「 南 海 ト ラ フ 」 沿 い の 広 い 震 源 域 で 連 動 し て 起 こ る

と 警 戒 さ れ て い る マ グ ニ チ ュ ー ド （ M） ９ 級 の 巨 大 地 震 。  

 

認可 【にんか 】  

公 的 機 関（ 行 政 庁 ）が 第 三 者 の 行 為 を 補 充 し て 、そ の 法 律 上 の 効 力 を 完 成

さ せ る 行 政 行 為 。  

 

＜は行＞  

配水 【はいす い 】  

上 水 道 な ど の 水 を 給 水 区 域 内 に 配 給 す る こ と 。  

 

配水管 【はい す いか ん 】 

配 水 池 か ら 需 要 者 ま で 、給 水 区 域 の 需 要 に 応 じ て 適 切 な 配 水 を 行 う た め の

管 路 。  

 

配水池 【はい す いち 】 

供 給 量 に 応 じ て 適 切 な 配 水 を 行 う た め に 水 を 一 時 的 に 貯 え る た め の 施 設 。 

 

バックアップ水源 【ばっ く あっ ぷ すい げ ん】 

通 常 の 水 源 と は 別 に 、 緊 急 時 に 使 用 で き る 別 の 水 源 。  

 

東近江市水道水源保護条例 【 ひ が し お う み し す い ど うす い げ ん

ほご じ ょうれ い】  

水 道 水 源 の 水 道 原 水 を 保 護 す る た め に 、市 長 が 水 道 水 源 保 護 審 議 会 等 の 意

見 を 聴 き 、 水 源 保 護 地 域 を 指 定 し て い る 地 域 を 定 め て い る 条 例 。  

 

ＰＣ配水池 【ぴーし ー はい す いち 】 

あ ら か じ め 圧 力 や 緊 張 力 に 対 応 す る だ け の 応 力 を 与 え た コ ン ク リ ー ト で

造 ら れ た 貯 水 槽 で 、従 来 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト に 比 べ 、そ の 数 倍 の 強 度 を 持 っ

た 配 水 池 。  
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表流水 【ひょ う りゅ う すい 】 

一 般 に 河 川 水 、 湖 沼 水 の こ と 。 地 下 水 に 対 し て い う 。  

 

深井戸 【ふか い ど】  

深 層 地 下 水（ 被 圧 地 下 水 ）を 対 象 と し た 取 水 施 設 。平 均 １ ３ ０ ｍ の 地 下 水

を 汲 み 上 げ る こ と か ら 、地 下 水 位 、水 質 と も 天 候 や 地 表 条 件 に 左 右 さ れ に く

く 、 浅 井 戸 よ り も 安 定 し て い る 。  

 

負荷率 【ふか り つ】  

一 日 最 大 配 水 量 に 対 す る 一 日 平 均 配 水 量 の 割 合 を 表 す も の 。数 値 が 大 き い

ほ ど 効 率 的 で あ る と さ れ て い る 。  

 

包括委託 【ほう かつ い たく 】 

こ れ ま で 個 別 に 委 託 し て い た 業 務 に 加 え て 、職 員 が 行 っ て き た 業 務 全 体 を

民 間 企 業 に 委 託 す る こ と 。  

 

法定耐用年数 【ほう て いた い よう ねん す う】 

固 定 資 産 が そ の 本 来 の 用 途 で 使 い 続 け る こ と が で き る 推 定 の 期 間 と し て

地 方 公 営 企 業 法 で 定 め た 年 数 。  

 

＜ま行＞  

膜ろ過 【まく ろ か】  

河 川 水 、井 戸 水 な ど 水 道 用 原 水 中 に 含 ま れ る 濁 度 、細 菌 類 及 び 原 虫 類 を 小

さ な 穴 の 開 い て い る 膜 で 除 去 す る 浄 水 方 式 。  

 

未規制水道 【みきせ い すい ど う】  

水 道 事 業 の 給 水 区 域 外 に 居 住 し て 、小 規 模 な 集 落 水 道 や 自 家 用 井 戸 等 を 使

用 し て い る 水 道 。  
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未普及地域 【みふき ゅ うち い き】  

上 水 道 及 び 簡 易 水 道 の い ず れ の 水 道 事 業 の 給 水 区 域 に も な っ て い な い た

め 、水 道 水 の 供 給 を 受 け る こ と が 出 来 な い 地 域 又 は 給 水 区 域 内 に お い て 、経

営 上 、地 形 上 あ る い は 物 理 的 理 由 な ど に よ り 、配 水 管 が 布 設 さ れ て い な い た

め 、 水 道 水 の 供 給 を 受 け る こ と が 出 来 な い 地 域 。  

 

滅菌処理 【めっ きん し ょり 】  

増 殖 性 を 持 つ あ ら ゆ る 微 生 物（ 主 に 細 菌 類 ）を 完 全 に 殺 滅 又 は 除 去 す る 状

態 を 実 現 す る た め の 作 用 及 び 操 作 を い う 。  

 

＜や行＞  

有収水量 【ゆう しゅ う すい り ょう 】  

料 金 徴 収 の 対 象 と な っ た 水 量 の こ と 。  

 

有収率 【ゆう し ゅう り つ】  

有 収 水 量 を 配 水 量 で 除 し た も の 。 １ ０ ０ ％ に 近 い ほ ど よ い 。  

 

＜ら行＞  

ライフライン 【らい ふ らい ん 】 

電 気 、ガ ス 及 び 水 道 等 の 公 共 公 益 設 備 、電 話 、イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 通 信 設

備 、圏 内 外 に 各 種 物 品 を 搬 出 入 す る 運 送 や 人 の 移 動 に 用 い る 鉄 道 等 の 物 流 機

関 な ど 、 都 市 機 能 を 維 持 し 人 々 が 日 常 生 活 を 送 る 上 で 必 須 の 諸 設 備 。  

 

累積欠損金 【るいせ き けっ そ んき ん】 

事 業 年 度 の 営 業 活 動 で 赤 字（ 欠 損 ）が 生 じ 、繰 越 利 益 余 剰 金 、利 益 積 立 金

及 び 資 本 剰 余 金 等 で 埋 め 合 わ せ で き な か っ た 欠 損 金 の 累 積 額 。  

 

漏水率 【ろう す いり つ 】  

（ 年 間 漏 水 量 ／ 年 間 配 水 量 ）×１ ０ ０ で 示 さ れ る 率 の こ と 。０ に 近 い ほ ど

良 い 。  



- 96 - 

ループ化 【るー ぷか 】  

管 路 を 網 目 状 に つ な ぐ こ と 。  

 

ろ過 【ろか】 

液 体 又 は 気 体 に 固 体 が 混 ざ っ て い る 混 合 物 を 細 か い 穴 が た く さ ん あ い た

多 孔 質（ ろ 材 ）に 通 し て 、穴 よ り も 大 き な 固 体 の 粒 子 を 液 体 又 は 気 体 か ら 分

離 す る 操 作 。  

 

ろ過池 【ろか ち 】 

水 道 の 水 を 浄 化 す る た め の 池 。  
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